
  　

2 0 2 2  年 度 年 報 発 行 に あ た っ て

　 公 益 財 団 法 人 泉 屋 博 古 館  2 0 2 2  年 度 年 報 を お 届 け い た し ま す 。

　 泉 屋 博 古 館 は 、 住 友 家 が 収 集 し た 美 術 品 の 寄 贈 を 受 け 、 昭 和  3 5  年 ( 1 9 6 0)  に 財 団 法 人 と し

て 設 立 、 現 在 、 京 都 東 山 と 東 京 六 本 木 に お き ま し て 、 保 存 、 調 査 研 究 、 公 開 の 各 事 業 を お こ な っ

て お り ま す 。

　 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 流 行 か ら  3  年 目 を 迎 え た  2 0 2 2  年 は 、 感 染 が 拡 大 し た 時 期 も

ご ざ い ま し た が 、 ウ ィ ズ コ ロ ナ の 生 活 様 式 が 模 索 さ れ 始 め 、 文 化 芸 術 活 動 に お き ま し て も 活 動

制 限 が 少 し ず つ 緩 和 さ れ て ま い り ま し た 。 そ の よ う な な か 、 泉 屋 博 古 館 東 京 が お よ そ ２ 年 間 の

改 修 を 終 え 、 2 0 2 2  年 ３ 月 に リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン い た し ま し た 。 新 た に 二 つ の 展 示 室 と 講 堂

を 加 え 、 よ り 多 彩 な 展 覧 会 と 様 々 な 教 育 普 及 活 動 を 実 施 で き る 体 制 を 整 え ま し た 。 展 覧 会 活 動

に お き ま し て は 、 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン を 記 念 し て ３ 次 に わ た り 開 館 記 念 特 別 展 を 開 催 し 、 当

館 所 蔵 の 名 品 の 数 々 を ご 披 露 い た し ま し た 。 各 展 覧 会 期 中 に は 、 講 演 会 、 各 種 講 座 、 ワ ー ク シ ョ ッ

プ な ど 多 彩 な 教 育 研 修 活 動 も 開 催 す る こ と が で き 、 多 く の 来 館 者 に 住 友 コ レ ク シ ョ ン を 介 し た

美 術 鑑 賞 の 場 を 提 供 す る こ と が か な い ま し た 。

　 ま た 、 東 京 所 管 近 代 工 芸 品 中 の 白 眉 で あ る 板 谷 波 山 作 《 葆 光 彩 磁 珍 果 文 花 瓶 》 （ 重 要 文 化 財 ）

を 中 心 と し た 波 山 生 誕  1 5 0  年 記 念 特 別 展 を 、 波 山 の 故 郷 筑 西 市 と 共 同 で 企 画 し 、 京 都 と 東 京

両 館 で 開 催 し ま し た 。 さ ら に 京 都 で は 秋 季 特 別 展 「 木 島 櫻 谷 － 山 水 夢 中 － 」 開 催 に 併 せ ま し て

文 化 庁 主 催 の I n n o v at e M U S E U M  助 成 事 業 に 参 画 し 、 展 覧 会 テ ー マ に 即 し た 地 域 文 化 交 流 事

業 を 積 極 的 に 推 進 し 、 地 域 の 芸 術 文 化 観 光 資 源 と リ ン ク し た 美 術 館 活 動 の あ り 方 を 模 索 い た し

ま し た 。

　 こ の よ う な 当 館 の 事 業 は 、 来 館 者 、 賛 助 会 員 の 皆 様 並 び に 学 術 関 係 の 方 々 の 厚 い ご 支 援 に よ

り 成 り 立 っ て お り ま す 。 さ ら に 各 展 覧 会 を サ ポ ー ト く だ さ い ま し た 関 係 諸 機 関 よ り 多 大 な ご 支

援 を 頂 戴 し ま し た こ と 、 心 よ り 御 礼 申 し 上 げ ま す 。 今 後 も 住 友 グ ル ー プ の 文 化 ・ 社 会 貢 献 活 動

の 一 翼 を 担 う 存 在 と し て 、 多 様 な 美 術 館 活 動 を 展 開 し て ま い り た く 、 引 き 続 き の ご 支 援 、 ご 指

導 を 賜 り た く 、 何 卒 よ ろ し く 願 い 申 し 上 げ ま す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  公 益 財 団 法 人  泉 屋 博 古 館

　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　              理 事 長 　 奥  正 之
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「 泉 屋 博 古 館 東 京 」 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン

 

　 改 修 工 事 に よ る 長 期 休 館 を 経 て 、2 0 2 2  年 3  月 1 9  日 に 「 泉 屋 博 古 館 東 京 リ ニ ュ ー ア ル オ ー

プ ン 記 念 展 Ⅰ 　 日 本 画 ト ラ イ ア ン グ ル  画 家 た ち の 大 阪 ・ 京 都 ・ 東 京 」 が 開 幕 し 、 今 年 度 は

1 8 7  日 の 開 館 で 過 去 最 多 の 5 0, 7 2 1  人 の 来 館 者 を 迎 え た 。 再 開 に あ た り 開 館 時 間 の 見 直 し を

行 い 、 毎 週 金 曜 日 は 午 後 7  時 ま で 、 そ れ 以 外 の 日 は 午 後 6  時 ま で の 営 業 と し た 。

ホ ー ル

象 徴 展 示 を 配 し た ホ ー ル で は 一 部 展 示 や イ ベ ン ト を

開 催 し た 。

カ フ ェ

美 術 館 と の 相 互 割 引 な ど を 実 施 し た 。

泉 屋 博 古 館 東 京 外 観
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　 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン に 先 立 つ 1  月 初 、 コ レ ク シ ョ ン か ら 新 春 ら し い 作 品 を 展 示 し 公 開 し

た 。 な お 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の 観 点 よ り 、 報 道 機 関 ・ 関 係 者 の み に 限 っ た

事 前 公 開 と な っ た 。 本 展 示 は 無 料 で 閲 覧 可 能 な 「 日 経  V R 」 ア プ リ を 活 用 し 、 展 示 室 3 6 0 °

画 像 お よ び 解 説 動 画 、 作 品 画 像 を 多 用 し て 広 く 一 般 に  V R  公 開 し た 。

（ 文 化 庁 文 化 施 設 の 感 染 症 防 止 対 策 事 業 　 補 助 金 対 象 事 業 ）

「 日 経  V R 」 ア プ リ 内 画 像

プ レ ・ リ オ ー プ ン 会 場 の 様 子

関 係 者 事 前 公 開 の 様 子 （ 画 像 ： 読 売 新 聞 「 美 術 展 ナ ビ 」 提 供 ）
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公 開 事 業

公 開 事 業 の 概 要

展 覧 会 名 期 間
入 館 者 数

有 料 優 待 計 1  日 平 均

  旅 ス ル 絵 画

  － 住 友 コ レ ク シ ョ ン の 文 人 画

3/ 2 6  ～ 5/ 1 5
（ 4 2  日 間 ）

2, 3 9 9 2, 8 2 4 5, 2 2 3 1 2 4

  漆 　 － 東 洋 の 美 を 彩 る 素 材 5/ 2 8  ～ 7/ 3
( 3 2  日 間 )

1, 6 6 4 2, 0 5 5 3, 7 1 9 1 1 6

  生 誕 1 5 0  年 記 念 板 谷 波 山 の 陶 芸

  － 近 代 陶 芸 の 巨 匠 、 そ の 麗 し き 作 品 と 生 涯

9/ 3  ～ 1 0/ 2 3
( 4 4  日 間 )

5, 2 0 7 4, 5 9 1 9, 7 9 8 2 2 3

  木 島 櫻 谷 　 － 山 水 夢 中 －
1 1/ 3  ～ 1 2/ 1 8

( 4 0  日 間 )
6, 3 8 8 4, 4 3 6 1 0, 8 2 4 2 7 1

  青 銅 器 館 「 中 国 青 銅 器 の 時 代 」 上 記 企 画 展
開 催 期 間

  2 2  年 度 京 都 入 館 者 計 1 5 8  日

5 3 %

1 5, 6 5 8

4 7 %

1 3, 9 0 6

対 前 年
+ 5, 6 8 3 　

2 9, 5 6 4 1 8 7

泉 屋 博 古 館 （ 以 下 「 京 都 」 と 表 示 す る こ と が あ る ）
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公 開 事 業

展 覧 会 名 期 間
入 館 者 数

有 料 優 待 計 1  日 平 均

  リ ニ ュ ー ア ル ・ プ レ オ ー プ ン

  木 島 櫻 谷 の 四 季 屏 風 と 近 代 の 花 鳥 図 屏 風
1/ 4  ～ 1/ 6
（ 3  日 間 ）

1 7 0 1 7 0 5 7

  
日 本 画 ト ラ イ ア ン グ ル

  － 画 家 た ち の 大 阪 ・ 京 都 ・ 東 京

3/ 1 9  ～ 5/ 8
（ 4 4  日 間 ）

7, 7 0 5 4, 4 6 9 1 2, 1 7 4 2 7 7

  光 陰 礼 讃 － モ ネ か ら は じ ま る

                        住 友 洋 画 コ レ ク シ ョ ン

5/ 2 1  ～ 7/ 3 1
( 6 2  日 間 )

1 2, 3 7 1 6, 3 9 8 1 8, 7 6 9 3 0 3

  古 美 術 逍 遙 　 － 東 洋 へ の ま な ざ し 9/ 1 0  ～ 1 0/ 2 3
( 3 8  日 間 )

6, 0 8 7 3, 3 0 5 9, 3 9 2 2 4 7

  生 誕 1 5 0  年 記 念 板 谷 波 山 の 陶 芸

  － 近 代 陶 芸 の 巨 匠 、 そ の 麗 し き 作 品 と 生 涯
1 1/ 3  ～ 1 2/ 1 8

( 4 0  日 間 )
6, 5 5 9 3, 6 5 7 1 0, 2 1 6 2 5 5

  2 2  年 度 東 京 入 館 者 計 1 8 7  日

6 5 %

3 2, 7 2 2

3 5 %

1 7, 9 9 9 5 0, 7 2 1 2 7 1

泉 屋 博 古 館 東 京 （ 以 下 「 東 京 」 と 表 示 す る こ と が あ る ）

入 館 者 京 都 ・ 東 京 合 計 　 有 料 4 8, 3 8 0  名 　 優 待 3 1, 9 0 5  名 　 計 8 0, 2 8 5  名

  泉 屋 博 古 館 東 京 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン 記 念 展Ⅰ

  泉 屋 博 古 館 東 京 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン 記 念 展Ⅲ

  泉 屋 博 古 館 東 京 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン 記 念 展Ⅱ
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公 開 事 業 　 － 京 都 －

 

中 国 青 銅 器 の 時 代

会 期 ： 企 画 展 覧 会 と 同 時 開 催

　 当 館 を 代 表 す る 中 国 殷 周 時 代 の 祭 祀 用 青 銅 器 を 、 名 品 選 、 青 銅 器 の 種 類 、 中 国 古 代 の 説

話 と 文 様 、 青 銅 文 化 の 展 開 の ４ テ ー マ で 紹 介 し た 。 ま た 3  月 2 6  日 か ら 5  月 1 5  日 ま で 、 第

４ 展 示 室 コ ー ナ ー で 漢 代 漆 器 ２ 点 を 特 別 展 示 し た 。

【 第 1  展 示 室 】

　 青 銅 器 名 品 選 　 い に し え の 造 形 美

　 　 住 友 コ レ ク シ ョ ン の な か で も 選 り す ぐ り の

　 　 名 品 を 展 示 し 、 中 国 青 銅 文 化 の 精 華 を 示 す 。

【 第 2  展 示 室 】 　

　 青 銅 器 の 種 類 ・ 用 途 　 豪 華 な 道 具 た ち

　 　 殷 周 時 代 に 生 み 出 さ れ た 様 々 な 青 銅 器 の 種

　 　 類 に 着 目 し 、 そ の 機 能 や 多 様 性 を わ か り や

　 　 す く 紹 介 す る 。 　

【 第 3  展 示 室 】 　

　 中 国 古 代 の 説 話 と 文 様

　 　 中 国 青 銅 器 や 銅 鏡 に あ ら わ れ る モ チ ー フ と 、

　 　 そ の 背 景 と な っ た 古 代 の 説 話 を 紹 介 す る 展 示 。

【 第 4  展 示 室 】

　 青 銅 文 化 の 展 開

      銅 鏡 や 中 国 中 近 世 の 銅 器 を 中 心 に 展 示 し 、

　 　 漢 代 以 降 の 青 銅 文 化 の 展 開 を あ と づ け る 。
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公 開 事 業 　 － 京 都 －

・ 特 別 講 座 （ 京 都 講 堂 ） 　 4  月 9  日 　 （ 3 2  名 ）

   《 蘇 る 漆 器

      － モ ン ゴ ル 出 土 漢 代 漆 器 の 保 存 修 復 》                        　

　   「 モ ン ゴ ル 国 の 匈 奴 の 遺 跡 」

　    大 谷 育 恵 氏 （ 京 都 大 学 白 眉 セ ン タ ー 特 定 助 教 ）

   　 「 漢 代 の 漆 器 を 保 存 修 復 す る 」

　    岡 田 文 男 氏 （ 京 都 芸 術 大 学 客 員 教 授 ）

 

     　 　 住 友 財 団 文 化 財 維 持 修 復 助 成 作 品 の 修 復 完 了 を

　 　       記 念 し た 特 別 講 座 。 漆 器 が 出 土 し た 匈 奴 墓 の 概

　 　       
要 と 、 状 態 の 劣 悪 な 出 土 漆 器 の 修 復 技 術 を わ か

　 　       
り や す く 紹 介 し た 。

　 住 友 財 団 海 外 文 化 財 維 持 修 復 助 成 事 業 に よ り よ み が え っ た モ ン ゴ ル 匈 奴 墓 出 土 の 漢 代 の 紀

年 漆 器 「 耳 杯 」 「 旋 」 2  点 の お 披 露 目 を 兼 ね て 展 示 。 展 示 終 了 後 は モ ン ゴ ル 国 へ 返 還 さ れ た 。

 (  住 友 財 団 2 0 2 1  年 度 そ の 他

   助 成 対 象 事 業 ）

　 　 展 示 解 説 パ ン フ レ ッ ト を

　 　 5, 0 0 0  部 制 作 、 無 料 配 布 し た 。

・ 青 銅 器 講 座 （ 京 都 講 堂 ） 　 ＊ 1 1  頁 参 照

　 7  月 2  日 　 （ 3 9  名 ） 　 「 中 国 古 代 に お け る 鳥 の 造 形 － そ の 機 能 と 神 話 」

　 小 南 一 郎 （ 名 誉 館 長 ）

　 　

・ 学 芸 員 の ス ラ イ ド ト ー ク （ 京 都 講 堂 ） 　 ＊ 1 3  頁 参 照

　 9  月 2 3  日 （ 3 9  名 ） 　 「 近 代 工 芸 も う ひ と つ の 源 流 ― 中 国 古 代 青 銅 器 の 造 形 と 紋 様 ― 」

　 山 本 堯 （ 学 芸 員 （ 京 都 ） ）

関 連 催 事

 
コ ー ナ ー 展 示 　 モ ン ゴ ル 匈 奴 墓 出 土 　 漢 代 紀 年 漆 器

会 期 ： 3 月 2 6 日 ～ 5 月 1 5 日

講 演 会 （ 上 ： 大 谷 氏 、 下 ： 岡 田 氏 ）

関 連 催 事
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公 開 事 業 　 － 京 都 －

　 館 蔵 江 戸 後 期 文 人 画 よ り 、 文 人 に と っ て 重 要 な 営 み で

あ っ た 旅 に 関 わ る 作 品 を 紹 介 。 「 絵 の 中 を 旅 す る 」 「 画 家

が 旅 す る 」 「 絵 画 が 旅 す る 」 「 異 国 の 画 家 が 旅 す る 」  の 四

章 で 構 成 、 江 戸 後 期 か ら 幕 末 の 上 方 の 文 人 た ち の 活 発 な

移 動 と 交 流 か ら 生 ま れ た 書 画 作 品 や 鑑 賞 し て い た で あ ろ

う 中 国 画 を 陳 列 し た 。 こ と に 周 之 夔 《 渓 澗 松 濤 図 》 の

旧 蔵 者 で 江 戸 後 期 を 代 表 す る 中 国 書 画 鑑 蔵 家 、 文 人 画 家 　

日 根 対 山 の 支 援 者 で も あ っ た 泉 佐 野 の 里 井 浮 丘 関 係 資 料

を 借 用 し 、 当 時 の 中 国 画 鑑 賞 の 実 態 を 浮 き 彫 り に し た 。

　 昨 年 寄 贈 さ れ た 三 浦 梧 門 《 山 水 図 》 全 1 6  面 も 一 挙 初

公 開 し た 。 （ 主 催 ： 公 益 財 団 法 人 泉 屋 博 古 館 、 京 都 新 聞 ）

企 画 展 　 旅 ス ル 絵 画 　 － 住 友 コ レ ク シ ョ ン の 文 人 画

展 示 風 景

 

会 期 ： 3 月 2 6 日 － 5 月 1 5 日
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公 開 事 業 　 － 京 都 －

・ ス ペ シ ャ ル ト ー ク （ 京 都 講 堂 ）

　 4  月 1 7  日 　 （ 3 3  名 ） 　 「 『 サ ロ ン ！ 展 』 か ら み た 住 友 コ レ ク シ ョ ン の 文 人 画 」

　 平 井 啓 修 氏 （ 京 都 国 立 近 代 美 術 館 主 任 研 究 員 ）

　 　 当 館 の 江 戸 後 期 の 京 ・ 大 坂 画 壇 に つ い て 、 相 互 割 引

　 　 連 携 先 の 京 都 国 立 近 代 美 術 館 に て 開 催 中 の 展 覧 会

　 　 「 サ ロ ン ！ 展 」 と 比 較 し な が ら 解 説 、

　 　 こ と に 大 坂 文 人 画 壇 の 魅 力 に つ い て 紹 介 し た 。

　 4  月 3 0  日 　 （ 3 4  名 ）

　 「 文 人 と 泉 南 － 京 ・ 大 坂 と の 往 来 」

　 冨 田 博 之 氏 （ 南 泉 州 史 遊 会 

　 　 　 ・ 泉 佐 野 市 立 歴 史 館 い ず み さ の 元 学 芸 員 ）

　 　 江 戸 後 期 に 中 国 書 画 収 集 家 ・ 画 家 の パ ト ロ ン と し て

　 　 知 ら れ た 泉 佐 野 の 里 井 浮 丘 ら の 活 動 か ら 、

　 　 上 方 文 人 の ネ ッ ト ワ ー ク と 文 化 を 紹 介 。

・ 作 品 解 説 （ 京 都 講 堂 ）

　 　 4  月 6  日 （ 2 6  名 ）

　 　 5  月 7  日 （ 4 7  名 ）

　 　 実 方 葉 子 （ 学 芸 部 長 ）

　

ス ペ シ ャ ル ト ー ク （ 冨 田 氏 ）

関 連 催 事

ス ペ シ ャ ル ト ー ク （ 平 井 氏 ）

作 品 解 説 （ 実 方 ）

上 方 文 人 た ち の 生 没 年 対 照 表 や 、 天 保 1 5  年 9  月 の 里 井 浮 丘 上 洛 の 際 の 足 跡 地 図 、 そ の 間 に 開 催 さ れ た 中 国

書 画 会 の 説 明 な ど を 作 成 、 掲 示 や 配 布 で 理 解 を 促 し た 。

里 井 浮 丘 上 洛 の 際 の 足 跡 地 図

上 方 文 人 生 没 年 対 照 表 里 井 浮 丘 に 関 連 す る 資 料 は ゆ か り の 地 で あ る 泉 佐 野 市 の

歴 史 館 な ど か ら 借 用 し て 展 示 。
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企 画 展 　 漆 － 東 洋 の 美 を 彩 る 素 材

会 期 ： 5 月 2 8 日 － 7 月 3 日

　 ア ジ ア の 人 々 が 発 見 し 、 地 域 ご と に 独 自 の 技 法 が

磨 き 抜 か れ て き た 素 材 、 漆 。 中 国 、 朝 鮮 、 日 本 で 育

ま れ た 多 彩 な 漆 工 品 に つ い て 、 技 法 と と も に 紹 介 。

併 せ て 、 ふ た つ の 堆 黄 盆 の 修 復 完 了 を 記 念 し 、 お 披

露 目 を 兼 ね 最 新 の 修 復 技 術 と と も に 紹 介 し た 。

（ 主 催 ： 公 益 財 団 法 人 泉 屋 博 古 館 、 京 都 新 聞 ）

修 復 解 説 パ ネ ル （ 左 ） と 技 法 解 説 （ 右 ）

展 示 風 景
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・ U R U S HI  ト ー ク （ 京 都 講 堂 ）

　 6  月 4  日 　 （ 3 8  名 ）

　 「 漆 工 品 を め ぐ る 修 復 技 術 」

　 室 瀬 智 弥 氏 ・ 鷺 野 谷 一 平 氏

　 　 　 　 （ 目 白 漆 芸 文 化 財 研 究 所 ）

　 　 当 館 所 蔵 の 堆 黄 盆 を 例 に 、 漆 芸 の 最 新 の 修 理 現 場 の

　 　 様 子 を 伝 え る と 同 時 に 、 漆 そ の も の の 魅 力 を 、 修 理

　 　 技 術 者 兼 漆 芸 作 家 で あ る お 二 人 に ご 講 演 い た だ い た 。

　 6  月 2 5  日 　 （ 4 3  名 ）

　 「 近 代 数 寄 者 た ち の 漆 の あ る く ら し 」

　 田 淵 可 菜 氏 （ 中 之 島 香 雪 美 術 館 学 芸 員 ）

　 森 下 愛 子 （ 学 芸 員 （ 東 京 ） ）

　 聞 き 手 ： 竹 嶋 康 平 （ 学 芸 員 （ 京 都 ） ）

　 　 関 西 に 集 積 す る 漆 芸 コ レ ク シ ョ ン に は 一 定 の 共 通

　 　 趣 味 が あ る の で は な い か と い う 疑 問 を 出 発 点 に 、

　 　 上 方 を 代 表 す る 数 寄 者 ・ 村 山 龍 平 と 住 友 春 翠 コ

　 　 レ ク シ ョ ン を 対 談 形 式 で 比 較 し た 。 そ の 結 果 、

　 　 共 通 点 と 両 者 の 個 性 が 浮 か び 上 が っ た 。

・ 青 銅 器 講 座 （ 京 都 講 堂 ）

　 7  月 2  日 　 （ 3 9  名 ）

　 「 中 国 古 代 に お け る 鳥 の 造 形 － そ の 機 能 と 神 話 」

　 小 南 一 郎 （ 名 誉 館 長 ）

　 　 玉 器 ・ 彩 陶 ・ 青 銅 器 な ど か ら 古 代 の 多 彩 な 鳥 類

　 　 表 現 を 紹 介 、 そ の 造 形 的 特 徴 や 文 学 的 背 景 に つ い て

　 　 講 演 。

関 連 催 事

U R U S HI  ト ー ク （ 室 瀬 氏 ・ 鷺 野 谷 氏 ）

U R U S HI  ト ー ク （ 田 淵 氏 ・ 森 下 ）

青 銅 器 講 座 （ 小 南 ）
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　 近 代 陶 芸 の 巨 匠 ・ 板 谷 波 山 の 生 誕 1 5 0  年 を 記 念 し 、 代

表 作 品 の み な ら ず 、 波 山 自 ら 割 っ た 陶 片 や 資 料 な ど か ら 、

波 山 の 人 柄 や 人 生 に 焦 点 を あ て 紹 介 し た 。

（ 主 催 ： 公 益 財 団 法 人 泉 屋 博 古 館 、 日 本 経 済 新 聞 社 、

 京 都 新 聞 ）

展 示 風 景

特 別 展 生 誕 1 5 0  年 記 念 　 板 谷 波 山 の 陶 芸   － 近 代 陶 芸 の 巨 匠 、 そ の 麗 し き 作 品 と 生 涯

会 期 ： 9 月 3 日 － 1 0 月 2 3 日

波 山 が 影 響 を う け た と 考 え ら れ る

青 銅 器 と の コ ラ ボ 展 示 は 京 都 会 場

な ら で は の 演 出 で あ っ た 。
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・ 講 演 会 （ 京 都 講 堂 ）

　 9  月 3  日 　 （ 4 1  名 ）

　 「 板 谷 波 山 の 陶 芸 ― 麗 し き 作 品 と 生 涯 」

　 荒 川 正 明 氏 （ 監 修 者 ・ 学 習 院 大 学 教 授 ）

　 　 板 谷 波 山 研 究 の 第 一 人 者 と し て 、 波 山 の 作 品 と

　 　 制 作 の 背 景 、 生 涯 に つ い て ご 講 演 い た だ い た 。

　 1 0  月 1 0  日 　 （ 4 0  名 ）

　 「 陶 芸 家 ・ 波 山 誕 生 ： 金 沢 時 代 を 語 る 」

　 荒 川 正 明 氏

　 濱 岸 勝 義 氏 （ 石 川 県 立 工 業 高 等 学 校 ）

　 　 波 山 が 教 鞭 を と っ た 旧 石 川 県 工 業 学 校

　 　 （ 現 ・ 石 川 県 立 工 業 高 等 学 校 ） の 濱 岸 氏 と 、

　 　 荒 川 氏 に よ る 、 波 山 の 金 沢 時 代 を 振 り 返 る 対 談 。

・ 学 芸 員 の ス ラ イ ド ト ー ク

　 9  月 2 3  日 （ 3 9  名 ）

　 「 近 代 工 芸 も う ひ と つ の 源 流

　 　 　 　 　 ― 中 国 古 代 青 銅 器 の 造 形 と 紋 様 ― 」

　 山 本 堯 （ 学 芸 員 （ 京 都 ） ）

　

　 1 0  月 9  日 （ 3 4  名 ）

　 「 コ レ ク タ ー ・ 住 友 春 翠 と 板 谷 波 山 」

　 森 下 愛 子 （ 学 芸 員 （ 東 京 ） ）

講 演 会 （ 濱 岸 氏 ・ 荒 川 氏 ）

講 演 会 （ 荒 川 氏 ）

巡 回 展 『 生 誕 1 5 0  年 記 念 板 谷 波 山 の 陶 芸 』 公 式 図 録 発 行 （ 2 0 2 2  年 キ ュ レ イ タ ー ズ ） 。

1 1  月 よ り 開 催 の 東 京 館 開 催 時 と 共 通 （ 2 5  頁 参 照 ） 。

ス ラ イ ド ト ー ク （ 山 本 ）

ス ラ イ ド ト ー ク （ 森 下 ）

関 連 催 事
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　 木 島 櫻 谷 が 生 涯 描 き 続 け た 山 水 画 に 注 目 、 膨 大 な 風 景

写 生 と と も に 、 近 代 的 風 景 か ら 文 人 的 山 水 ま で 、 詩 情 豊

か な 理 想 世 界 を た ど っ た 。 南 陽 院 ・ 櫻 谷 文 庫 ・ 宮 脇 賣 扇

庵 と 連 携 公 開 し た 。 文 化 庁 I n n o v at e M U S E U M  助 成 に

て 関 連 イ ベ ン ト 実 施 。 （ 主 催 ： 公 益 財 団 法 人 泉 屋 博 古 館 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　     　  公 益 財 団 法 人 櫻 谷

                                                  文 庫 、 京 都 新 聞 、

                                                  B S  フ ジ 、

                                                  ラ イ ブ エ グ ザ ム ）

展 示 風 景

特 別 展 　 木 島 櫻 谷 　 － 山 水 夢 中 －

会 期 ： 1 1 月 3 日 － 1 2 月 1 8 日

展 覧 会 に 併 せ て 図 録 『 木 島 櫻 谷 － 山 水 夢 中 － 』 を 4, 0 0 0  部 刊 行 し た 。

写 生 帖 《 雲 峰 集 三 》 の 縮 刷 版 を 挟 み 込 み 、 櫻 谷 の 写 生 の 跡 を 追 体 験 い た だ く 試 み も 行 っ た 。

写 生 帖 の 展 示
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関 連 催 事

・ 講 演 会 （ 京 都 講 堂 ）

　 1 1  月 1 2  日 　 （ 4 2  名 ）

　 「 木 島 櫻 谷 の 生 涯 と 山 水 画 」

　 実 方 葉 子 （ 学 芸 部 長 ）

　 　 櫻 谷 の 画 歴 を 俯 瞰 し つ つ 、 写 生 旅 行 の 実 態 や 、

　 　 作 品 制 作 に お よ ぼ す 写 生 の 役 割 な ど を 紹 介 。

・ オ ウ コ ク ・ ト ー ク ！

　 1 1  月 1 6  日 （ 4 3  名 ）

　 椎 野 晃 史 （ 学 芸 員 （ 東 京 ） ）

　 1 2  月 1  日 （ 3 9  名 ）

　 実 方 葉 子

　 1 2  月 1 0  日 （ 4 1  名 ）

　 野 地 耕 一 郎 （ 東 京 館 長 ）

講 演 会 （ 実 方 ）

オ ウ コ ク ・ ト ー ク ！ （ 椎 野 ）

オ ウ コ ク ・ ト ー ク ！ （ 実 方 ） オ ウ コ ク ・ ト ー ク ！ （ 野 地 ）

南 陽 院 本 堂

事 前 報 道 説 明 会 の 様 子

南 陽 院 《 木 島 櫻 谷 　 山 水 障 壁 画 》 特 別 公 開 （ 公 開 事 業 ： ラ イ ブ エ グ ザ ム ）

本 展 に 併 せ 、 館 外 会 場 と し て 櫻 谷 山 水 画 の 代 表 作 ・ 山 水 障 壁 画 を 擁 す る 南 禅 寺 塔 頭 南 陽 院 を 特 別 公 開 い た だ

い た 。 櫻 谷 作 品 と し て は じ め て 公 表 さ れ る 機 会 と し て 、 9  月 に 事 前 報 道 説 明 会 も 開 催 し た 。



1 6

公 開 事 業 　 － 京 都 －

・ 現 地 講 演 会

　 1 1  月 2 3  日 　 （ 2 7  名 ） （ 会 場 ： 櫻 谷 文 庫 画 室 ） 　

　 「 木 島 櫻 谷 写 生 帖 の 修 理 ― 中 間 報 告 ― 」

　 吉 田 裕 志 氏 （ 有 限 会 社 墨 仙 堂 ）

　 　 2 2  年 度 前 期 に 修 理 を 実 施 し た 櫻 谷 明 治 期 写 生 帖 に つ い て 、 そ の 修 理 過 程 や

　 　 明 ら か に な っ た 使 用 実 態 な ど 、 修 復 技 術

　 　 者 が 講 演 。 あ わ せ て 写 生 帖 を 見 学 。

博 物 館 資 料 の デ ジ タ ル ・ ア ー カ イ ブ 化 と そ の 公 開 を 推 進 し 、 地 域 社 会 と の 組 織 連 携 ・ ネ ッ ト

ワ ー ク の 形 成 を 通 し て 、 博 物 館 の 機 能 強 化 の 推 進 を 図 る 文 化 庁 主 催 の I n n o v at e M U S E U M

事 業 に 参 加 。

・ 記 念 講 演 会 （ 京 都 講 堂 ）

　 1 1  月 2 7  日 　 （ 4 1  名 ）

　 「 櫻 谷 の 再 評 価 － そ の 広 が り と 深 ま り － 」

　 田 島 達 也 氏 （ 京 都 市 立 芸 術 大 学 教 授 ）

　 　 近 世 近 代 京 都 画 壇 の 中 で の 櫻 谷 の 位 置 づ け を

　 　 行 い 、 今 日 的 な 櫻 谷 画 の 意 義 を 講 演 。

・ 現 地 見 学 会

　 1 1  月 1 1  日 　 （ 2 0  名 ） （ 会 場 ： 南 陽 院 本 堂 ）

　 「 南 陽 院 障 壁 画 鑑 賞 会 」

　 奥 村 美 佳 氏 （ 京 都 市 立 芸 術 大 学 准 教 授 ・ 日 本 画 家 ）

　 　 櫻 谷 の 青 年 期 山 水 画 の 集 大 成 で あ る 障 壁 画 に

　 　 つ い て 、 日 本 画 家 の 視 点 か ら の 解 説 を う か が い 、

　 　 自 然 環 境 ・ 庭 園 と と も に あ る 寺 院 障 壁 画 の 魅 力 に

　 　 触 れ た 。

　 1 1  月 1 8  日 　 （ 1 0  名 ） （ 会 場 ： 宮 脇 賣 扇 庵 ）

　 「 櫻 谷 ゆ か り の 扇 老 舗 を 訪 ね る 」

　 小 林 聡 氏 （ 宮 脇 賣 扇 庵 京 都 本 店 店 長 ）

　 　 明 治 の 日 本 画 家 の 天 井 画 や 櫻 谷 の 扇 面 画 を 鑑 賞

　 　 し つ つ 、 日 本 画 に 縁 深 い 扇 子 に つ い て 学 ん だ 。

　 　 投 扇 興 を 体 験 、 古 来 の 広 が り あ る 扇 文 化 に 触 れ た 。

南 陽 院 障 壁 画 鑑 賞 会 （ 奥 村 氏 、 実 方 ）

宮 脇 賣 扇 庵 見 学 、 投 扇 興 体 験 （ 小 林 氏 、 実 方 ）

櫻 谷 文 庫 に て

写 生 帖 修 理 講 演 （ 左 ： 吉 田 氏 ） と

見 学 会 （ 右 ）

講 演 会 （ 田 島 氏 ）

文 化 庁 I n n o v at e M U S E U M  助 成 事 業
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・ 「 木 島 櫻 谷 ゆ か り の 地 を め ぐ る 　 京 都 お 散 歩 マ ッ プ 」 制 作 、 配 布

　 　 　 1 0, 0 0 0  部 作 成 、 会 期 中 に 館 内 お よ び 近 隣 の 美 術 館 や 関 連 の 施 設 で 配 布 し た 。

・ オ ン ラ イ ン ／ オ フ ラ イ ン 自 由 参 加 型 イ ベ ン ト

　 1 0 月 ～ 2 3 年 1 月

　 「 お う こ く 足 跡 探 訪 ～ 木 島 櫻 谷 が み た 京 都 の 風 景 」 　

　 　 櫻 谷 に よ る 京 都 郊 外 の 写 生 画 か ら 写 生 地 を 各 自 で 探 索 し 写 真 を 投 稿 い た だ く 企 画 。 Ｓ Ｎ Ｓ ・ メ ー ル 等 に

　 　 て 数 十 件 の 情 報 が 寄 せ ら れ 、 櫻 谷 の 写 生 実 態 に 迫 る と と も に 京 都 の 景 観 の 魅 力 の 再 発 見 に つ な が っ た 。

・ 障 壁 画 、 写 生 帖 の デ ジ タ ル ア ー カ イ ブ 構 築 ・ 公 開 準 備

　 　 南 陽 院 障 壁 画 ・ お よ び 木 島 櫻 谷 写 生 帖 （ 櫻 谷 文 庫 蔵 ） の デ ジ タ ル 撮 影 を 行 い 、 展 示 解 説 に 活 用 。

　 　 目 下 、 写 生 帖 デ ー タ ベ ー ス の 2 0 2 3  年 3  月 公 開 に む け 遂 行 中 。

外 面 中 面

ホ ー ム ペ ー ジ で 告 知
ア イ コ ン （ 上 ） と 投 稿 内 容 公 開 画 面 （ 下 ）
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　 大 阪 、 京 都 、 東 京 の 各 画 壇 で 活 躍 し た

日 本 画 家 た ち の 知 ら れ ざ る 作 品 を 展 観

し 、 地 域 に 根 ざ し た 日 本 画 の 魅 力 と そ の

多 様 性 を 紹 介 し た 。 （ 主 催 ： 公 益 財 団 法

人 泉 屋 博 古 館 、 日 本 経 済 新 聞 社 ）

日 本 画 ト ラ イ ア ン グ ル  ― 画 家 た ち の 大 阪 ・ 京 都 ・ 東 京
会 期 ： 3 月 1 9 日 － 5 月 8 日

泉 屋 博 古 館 東 京 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン 記 念 展 Ⅰ

展 示 風 景

泉 屋 博 古 館 東 京 リ ニ ュ ー ア ル に 併 せ

名 品 選 を 刷 新 。 『 泉 屋 博 古 館 名 品 選 9 9 』

と し て 青 幻 舎 よ り 刊 行 、 3, 0 0 0  部 買 取 。
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・ 連 続 講 演 《 ア ー ト  Wit h 》 （ 東 京 講 堂 ）

　 4  月 1 5  日 （ 3 6  名 ）

　 「 日 本 絵 画 の 修 復 」 　 半 田 昌 規 氏

　 （ 国 宝 修 理 装 潢 師 連 盟 副 理 事 長 、 半 田 九 清 堂 代 表 取 締 役 社 長 ）  

　 　  東 京 館 所 蔵 の 橋 本 雅 邦 《 深 山 猛 虎 図 》 の 修 復 を

　 　  手 掛 け ら れ た 半 田 昌 規 氏 に よ る 、 日 本 絵 画 の 修 復

　 　  に つ い て の 講 演 。

・ ス ラ イ ド レ ク チ ャ ー （ 東 京 講 堂 ）

　 「 詳 し す ぎ る 作 品 解 説 」 3  月 2 6  日 （ 3 2  名 ）

　 「 上 島 鳳 山 《 十 二 ヶ 月 美 人 》 徹 底 鑑 賞 」

　 　 田 所 泰 氏 （ 実 践 女 子 大 学 香 雪 記 念 資 料 館 学 芸 員 ）

　 　 古 川 咲 氏 （ 共 立 女 子 大 学 大 学 院 博 士 後 期 課 程 ）

　 　 野 地 耕 一 郎 （ 東 京 館 長 ）

　 　 椎 野 晃 史 （ 学 芸 員 （ 東 京 ） ）

　 　 　
上 島 鳳 山 《 十 二 ヶ 月 美 人 》 を 美 人 画 ・ 染 織 ・ 近 代

　 　 　 絵 画 の 研 究 者 が そ れ ぞ れ の 分 野 の 視 点 か ら

　 　 　 ス ラ イ ド を 用 い て 解 説 。

関 連 催 事

・ 座 談 会 （ 東 京 講 堂 ）

　 4  月 2 9  日 （ 3 9  名 ）

　 「 ト ラ イ ア ン グ ル ・ ト ー ク 大 阪 ・ 京 都 ・ 東 京 の 日 本 画 」

　 橋 爪 節 也 氏 （ 大 阪 大 学 総 合 学 術 博 物 館 教 授 ）

　 中 野 慎 之 氏 （ 文 化 庁 文 化 財 第 一 課 絵 画 部 門 文 化 財 調 査 官 ）

　
野 地 耕 一 郎 、 椎 野 晃 史

　 　  大 阪 ・ 京 都 ・ 東 京 の 各 地 域 の 日 本 画 に つ い て 各 画 壇 の

　 　  専 門 家 が 集 い 、 都 市 と 絵 画 の 関 係 性 を 語 り 合 う 座 談 会 。

・ ス ペ シ ャ ル 対 談 （ 東 京 講 堂 ）

　 4  月 9  日 （ 3 4  名 ） 、 2 3  日 （ 5 4  名 ）

　 野 地 耕 一 郎 、 椎 野 晃 史

　 ※ 当 初 は ギ ャ ラ リ ー ト ー ク を 予 定 し て い た が 、

　 　 コ ロ ナ 感 染 の 状 況 を 鑑 み 、 講 堂 を 使 用 し た 対 談 に 変 更 し た 。

・ ス ラ イ ド ト ー ク （ 東 京 講 堂 ） 　 椎 野 晃 史

　 3 月 2 0 日 ( 3 0 名 ) 、 3 月 2 1 日 ( 3 8 名 ) 、 3 月 2 7 日 ( 2 2 名 )

　 4 月 3 日 ( 2 5 名 ) 、 4 月 1 0 日 ( 3 3 名 ) 、 4 月 1 7 日 ( 3 3 名 )

　 4 月 2 4 日 ( 2 0 名 ) 、 5 月 1 日 ( 4 4  名 ) 、 5 月 8 日 ( 4 2 名 ) 　

ス ラ イ ド レ ク チ ャ ー （ 古 川 氏 、 田 所 氏 、 野 地 、 椎 野 ）

ト ラ イ ア ン グ ル ・ ト ー ク （ 中 野 氏 、 橋 爪 氏 、 野 地 、 椎 野 ）

ス ペ シ ャ ル 対 談 （ 野 地 ・ 椎 野 ）

ス ラ イ ド ト ー ク （ 椎 野 ）

連 続 講 演 （ 半 田 氏 ）
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　 館 蔵 品 か ら 、 光 を 追 い 求 め た 印 象 派 と 、 陰 影 に よ る 実

在 感 を 追 求 し た 写 実 派 の 「 光 陰 」 二 つ の 流 れ か ら 滋 養 を

受 け て 展 開 し た 、 近 代 洋 画 の 数 々 を 紹 介 し た 。

　 第 四 展 示 室 で は 住 友 家 須 磨 別 邸 の 建 築 と そ の 設 計 思 想

を 設 計 者 の 野 口 孫 市 に 光 を あ て 紹 介 し 、 実 際 に 飾 ら れ た

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 絵 画 を 展 示 し た 。 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 主 催 ： 公 益 財 団 法

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 人 泉 屋 博 古 館 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日 本 経 済 新 聞 社 ）

光 陰 礼 讃 　 － モ ネ か ら は じ ま る 住 友 洋 画 コ レ ク シ ョ ン
会 期 ： 5 月 2 1 日 － 7 月 3 1 日

泉 屋 博 古 館 東 京 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン 記 念 展 Ⅱ

展 示 風 景
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関 連 催 事

・ 特 別 講 演 会 （ 東 京 講 堂 ）

　 7  月 1 6  日 （ 4 2  名 ）

　 「 知 ら れ ざ る 蒐 集 ― 住 友 洋 画 コ レ ク シ ョ ン の 特 質 」

　 三 浦 篤 氏

     
（ 東 京 大 学 総 合 文 化 研 究 科 教 授 、 美 術 史 家 ）  

　 　 住 友 の 洋 画 コ レ ク シ ョ ン の 特 質 に つ い て 紹 介 。

・ ス ラ イ ド レ ク チ ャ ー （ 東 京 講 堂 ）

　 「 詳 し す ぎ る 作 品 解 説 」

　 5  月 2 7  日 （ 2 0  名 ） 、 6  月 3  日 （ 2 0  名 ）

　 6  月 1 0  日 （ 2 5  名 ） 、 6  月 1 7  日 （ 2 5  名 ）

　 6  月 2 4  日 （ 3 4  名 ） 、 7  月 1  日 （ 2 6  名 ）

　 7  月 8  日 （ 3 5  名 ） 、 7  月 1 5  日 （ 2 4  名 ）

　 7  月 2 2  日 （ 5 2  名 ） 、 7  月 2 9  日 （ 5 0  名 ）

　 野 地 耕 一 郎 （ 東 京 館 長 ）

　

   ＊ 当 初 6  月 2 4  日 に 開 催 を 予 定 し て い た 林 和 久 氏 （ 工 学 博 士 ） の 特 別 講 演 会 「 住 友 春 翠 と 建 築 家 ・ 野 口

　 　 孫 市 た ち 」 は 都 合 に よ り 中 止 と な り 、 ス ラ イ ド ト ー ク 「 須 磨 別 邸 と 洋 画 コ レ ク シ ョ ン 」 に 変 更 し て

　 　 開 催 し た 。

展 覧 会 に 併 せ 館 蔵 品 図 録 『 泉 屋 博 古 　 近 代 洋 画 ・ 彫 刻 』 を 2, 0 0 0  部 刊 行 し た 。

講 演 会 （ 三 浦 氏 ）

ス ラ イ ド レ ク チ ャ ー （ 野 地 ）
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古 美 術 逍 遙 　 － 東 洋 へ の ま な ざ し

会 期 ： 9 月 1 0 日 － 1 0 月 2 3 日

泉 屋 博 古 館 東 京 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン 記 念 展 Ⅲ

　 館 蔵 品 の う ち 、 古 代 か ら 近 世 ま で の 東 洋 美 術 の 名 品 を 一

挙 に 展 観 。 住 友 コ レ ク シ ョ ン の 中 で 継 承 さ れ て き た 美 を 紹

介 し 、 当 館 館 蔵 品 の 多 様 性 と 魅 力 を 伝 え た 。 ま た 第 四 展 示

室 で は 、 住 友 コ レ ク シ ョ ン の 蒐 集 の き っ か け と な っ た 文 人

趣 味 と 煎 茶 文 化 を 紹 介 し た （ 監 修 ： 佃 一 輝 氏 一 茶 庵 宗 家 ） 。

（ 主 催 ： 公 益 財 団 法 人 泉 屋 博 古 館 、 日 本 経 済 新 聞 社 ）

関 連 催 事

・ ス ラ イ ド ト ー ク （ 東 京 講 堂 ）

　 9  月 2 3  日 （ 4 5  名 ） 、 1 0  月 2 4  日 （ 4 3  名 ）  

　 竹 嶋 康 平 （ 学 芸 員 （ 京 都 ） ）

展 示 風 景

ス ラ イ ド ト ー ク （ 竹 嶋 ）
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・ 「 ミ ュ ー ジ ア ム コ ン サ ー ト 」 （ 東 京 ホ ー ル ）

　 1 0  月 6  日 （ 2 5  名 ）

　 岩 城 里 江 子 氏 （ ア コ ー デ ィ オ ン 奏 者 ）

　 藤 田 朱 美 氏 （ ダ ン サ ー ）

　 　 ホ ー ル に て ア コ ー デ ィ オ ン の コ ン サ ー ト を 実 施 。

　 　 A R K Hill s M u si c W e e k 2 0 2 2  参 加 。

・ 記 念 講 演 会 「 八 大 山 人 と 禅 画 」 （ 東 京 講 堂 ）

　 1 0  月 9  日 （ 4 5  名 ）

　 塚 本 麿 充 氏 （ 東 京 大 学 東 洋 文 化 研 究 所 教 授 ）  

　 　 住 友 コ レ ク シ ョ ン 中 国 絵 画 で も と り わ け 有 名 な

　 　 二 人 の 画 家 ― 石 濤 と 八 大 山 人 。 画 家 た ち と そ の

　 　 作 品 の 魅 力 を 解 説 。

・ 連 続 講 演 《 ア ー ト  Wit h 》 （ 東 京 講 堂 ）

　 9  月 1 6  日 （ 2 4  名 ）

　 「 展 示 ケ ー ス の ツ ボ 」

　 山 内 佳 弘 氏 （ 展 示 ケ ー ス 設 計 工 房 山 内 代 表 社 員 ）  

　 　 美 術 館 に お け る 「 良 い 展 示 ケ ー ス 」 に つ い て

　 　
東 京 館 リ ニ ュ ー ア ル の 実 例 を 中 心 に 紹 介 。

・ 記 念 煎 茶 会 （ 東 京 講 堂 ）

　 9  月 1 9  日 （ 2 9  名 ）

　 「 も う い ち ど 、 は じ ま り を 」

　 佃 一 輝 氏 （ 一 茶 庵 宗 家 ）

　 佃 梓 央 氏 （ 一 茶 庵 宗 家 嫡 承 ）

　 島 尾 新 氏 （ 学 習 院 大 学 文 学 部 教 授 ）

　 新 恵 美 佐 子 氏 （ 画 家 ）

　 野 地 耕 一 郎 （ 東 京 館 長 ） 、 竹 嶋 康 平

　 　 展 示 室 に 並 ぶ 中 国 書 画 た ち を 大 型 ス ク リ ー ン に

　 　 映 し 出 し 、 対 話 を 重 ね る 、 現 代 版 の 煎 茶 会 。

・ 特 別 講 座 （ 東 京 講 堂 ）

　 「 香 り を 聞 く 」 1 0  月 1  日 （ 4 0  名 ）

　 山 田 悠 介 氏 （ 麻 布 香 雅 堂 　 代 表 取 締 役 社 長 ） 　  

　 　 展 示 さ れ て い る 香 木 や 香 道 具 の 楽 し み 方 、 香 り の

　 　 文 化 に つ い て ス ラ イ ド 解 説 と 体 験 も 交 え て 学 ぶ 講 座 。

ア ー ト  Wit h （ 山 内 氏 ）

記 念 煎 茶 会 （ 佃 一 輝 氏 ・ 梓 央 氏 、 島 尾 氏 、 新 恵 氏 ほ か ）

特 別 講 座 （ 山 田 氏 ）

ミ ュ ー ジ ア ム コ ン サ ー ト （ 岩 城 氏 、 藤 田 氏 ）

記 念 講 演 会 （ 塚 本 氏 ）
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会 期 ： 1 1 月 3 日 － 1 2 月 1 8 日

　 東 京 会 場 で は 、 最 初 期 の 木 彫 作 品 か ら 大 正 時 代 の 名 作

を ゆ っ た り 展 示 す る と 共 に 住 友 春 翠 の 波 山 コ レ ク シ ョ ン 、

波 山 が 自 ら 割 っ た 陶 片 や 資 料 な ど か ら 、 波 山 の 人 柄 や 人

生 に 焦 点 を あ て 紹 介 し た 。 （ 主 催 ： 公 益 財 団 法 人 泉 屋 博

古 館 、 日 本 経 済 新 聞 社 ）

展 示 風 景

特 別 展 生 誕 1 5 0  年 記 念 　 板 谷 波 山 の 陶 芸   － 近 代 陶 芸 の 巨 匠 、 そ の 麗 し き 作 品 と 生 涯

東 京 講 堂 で は 「 東 陶 会 映 画

板 谷 波 山 先 生 寿 齢 八 十 年

記 念 (  昭 和 2 8  年 撮 影 ) 」

に て 、 板 谷 波 山 の 貴 重 な

生 前 の 姿 を 紹 介 し た 。 ま た

４ K  で 撮 影 し た 「 板 谷 波 山

  泉 屋 博 古 館 東 京 の 名 品 」

（ N H K  エ デ ュ ケ ー シ ョ ナ ル

制 作 ） も 併 せ て 紹 介 し た 。
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・ 特 別 対 談

　 1 1  月 5  日 （ 4 3  名 ）

　 「 板 谷 波 山 を 語 る ― 麗 し き 作 品 と 生 涯 」

　 板 谷 駿 一 氏 （ 公 益 財 団 法 人 波 山 先 生 記 念 会 理 事 長 ）

　 荒 川 正 明 氏 （ 監 修 者 ・ 学 習 院 大 学 教 授 ）

　 　 公 益 財 団 法 人 波 山 先 生 記 念 会 理 事 長 の 板 谷 駿 一 氏 と 、

　 　 板 谷 波 山 研 究 の 第 一 人 者 で あ る 荒 川 正 明 氏 に よ る 、

　 　 波 山 の 人 柄 と そ の 作 品 の 魅 力 に 迫 る 対 談 。  

・ 講 演 会

　 1 1  月 2 7  日 （ 4 0  名 ）

　 「 明 治 の デ ザ イ ン と 板 谷 波 山 」

　 森 谷 美 保 氏 （ 美 術 史 家 ）   

　 　 近 代 の デ ザ イ ン 史 か ら み る 板 谷 波 山 の 意 匠 の 特 徴 に

　 　 つ い て 展 示 作 品 の 詳 し い 紹 介 も 含 め て 解 説 。

・ 連 続 講 演 《 ア ー ト  Wit h 》

　 1 2  月 2  日 （ 4 0  名 ）

　 「 陶 磁 器 の 修 復 」

　 繭 山 浩 司 氏 （ 美 術 古 陶 磁 復 元 師 ）  

　 　 板 谷 波 山 作 品 を は じ め 様 々 な 陶 磁 器 の 修 復 を 手 掛 け る

　 　 繭 山 浩 司 氏 に よ る 、 陶 磁 器 の 修 復 に つ い て の 講 演 。

・ ス ラ イ ド ト ー ク

　 1 1  月 1 0  日 （ 4 3  名 ） 、 1 1  月 1 2  日 （ 4 3  名 ） 、

　 1 1  月 2 4  日 （ 4 6  名 ） 、 1 2  月 3  日 （ 4 9  名 ）

　 森 下 愛 子

巡 回 展 『 生 誕 1 5 0  年 記 念 板 谷 波 山 の 陶 芸 』 公 式 図 録 （ 2 0 2 2  年 キ ュ レ イ タ ー ズ 発 行 ） 。

（ 著 者 の ひ と り と し て 森 下 愛 子 （ 学 芸 員 （ 東 京 ） ） が 執 筆 ）

関 連 催 事

特 別 対 談 （ 荒 川 氏 、 板 谷 氏 ）

講 演 会 （ 森 谷 氏 ）

ア ー ト  Wit h （ 繭 山 氏 ）

ス ラ イ ド ト ー ク （ 森 下 ）
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2 0 2 2  年 度 の 主 な 調 査 研 究 事 業

１ ． 泉 屋 博 古 館 紀 要 の 執 筆 ・ 編 集

　 『 泉 屋 博 古 館 紀 要 』 第 3 8  巻 の 執 筆 と 編 集 作 業 を 行 っ た

　 （ 2 0 2 3  年 1  月 刊 行 ） 。

　 小 南 一 郎 （ 名 誉 館 長 ） 論 文 、

　 山 本 堯 （ 学 芸 員 （ 京 都 ） ） 、 樋 口 陽 介 氏 ・ 新 郷 英 弘 氏 （ 芦 屋

　 　 釜 の 里 ） 、 内 田 純 子 氏 （ 中 央 研 究 院 歴 史 語 言 研 究 所 ） 論 文 、

　 野 地 耕 一 郎 （ 東 京 館 長 ） 論 文 の 合 計 3  編 を 掲 載 。

２ ． 館 蔵 品 基 礎 調 査 研 究

「 茶 道 具 の 調 査 研 究 」 （ 森 下 ）

　 新 収 品 を 中 心 に 、 ① 付 属 品 の 再 調 査 、 ② 購 入 記 録 並 び に 茶 会 記 と の 照 合 を 行 い 、 江 戸 期 か

ら 大 正 期 に 至 る 茶 道 具 の コ レ ク シ ョ ン 形 成 史 を ま と め た 。 江 戸 期 の 歴 代 当 主 ゆ か り の 茶 道 具

を 中 心 に 調 査 を 行 っ た 。

「 近 代 工 芸 作 品 の 調 査 研 究 」 （ 森 下 ）

　 板 谷 波 山 の 《 葆 光 彩 磁 珍 果 文 花 瓶 》 （ 重 要 文 化 財

・ 東 京 所 蔵 ） 完 成 に 至 る 過 程 （ 技 法 、 釉 薬 、 意 匠 ）

に つ い て 調 査 研 究 を 行 い 、 「 生 誕 1 5 0  年 記 念 　 板 谷

波 山 の 陶 芸 」 で 成 果 を 報 告 。 陶 芸 家 と し て の 基 礎 を

築 い た 石 川 県 時 代 の 個 人 所 蔵 の 波 山 作 品 、 田 端 で

発 掘 さ れ た 陶 片 作 品 に つ い て 調 査 し 、 そ れ を 踏 ま え

会 期 中 に 石 川 県 工 業 高 等 学 校 の 方 を 招 き 、 対 談 を

実 施 し た 。

「 コ レ ク シ ョ ン 形 成 に お け る 近 代 煎 茶 文 化 の 影 響 に 関 す る 基 礎 的 研 究 」 （ 竹 嶋 ）

　 ３ 年 目 と な る 2 0 2 2  年 度 は 、 茶 会 記 に 登 場 す る 日 本 書 画 の デ ー タ ベ ー ス 化 を 実 施 し た 。

近 隣 の 茶 会 記 所 蔵 館 で の 調 査 も 予 定 。

『 泉 屋 博 古 館 紀 要 』 第 3 8  巻

対 談 の 様 子
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「 館 蔵 印 材 の 基 礎 研 究 」 （ 竹 嶋 ）

　 館 蔵 印 材 の 中 に は 、 他 の 館 蔵 品 （ 書 画 ・ 工 芸 ） に 捺 さ れ て い る も の が あ る 。 そ の 情 報 を

集 積 し 、 制 作 時 期 の 判 定 お よ び コ レ ク シ ョ ン 形 成 史 の 検 討 に 役 立 て る 。

「 泉 屋 博 古 館 記 録 資 料 の ア ー カ イ ブ 化 」 （ 竹 嶋 ）

　 館 の 歴 史 を 物 語 る 設 立 以 来 の 資 料 の 整 理 に

着 手 。 本 年 は 過 去 の 講 演 会 記 録 な ど 映 像 資 料

の デ ジ タ ル 化 を 実 施 し た 。

「 館 蔵 書 画 の 表 装 裂 の デ ー タ ベ ー ス

作 成 」 （ 実 方 ）

　 館 蔵 書 画 に 用 い ら れ る 表 装 裂 に

つ い て 、 資 料 写 真 撮 影 を 進 め た 。

住 友 家 出 入 り の 表 具 師 井 口 古 今 堂 の

関 連 資 料 を 受 託 、 調 査 を 行 っ た 。

「 館 蔵 洋 画 の 調 査 研 究 」 （ 野 地 ）

　 館 蔵 洋 画 ・ 彫 刻 に 関 し て は 、 河 久 保 正 名 や 仙

波 均 平 な ど 、 優 品 が 収 蔵 さ れ な が ら 見 落 と さ れ

て き た 作 家 ・ 作 品 が 散 見 さ れ る 。 ま た 岸 田 劉 生

な ど 近 年 の 研 究 成 果 を 踏 ま え 多 視 点 か ら の 見 直

し を 推 進 し た 。 河 久 保 作 品 に つ き 調 査 成 果 を

『 泉 屋 博 古 館 紀 要 』 第 3 8  巻 に 執 筆 し た 。

第 一 回 講 演 会 （ 故 樋 口 隆 康 館 長 （ 当 時 ） 講 演 ）

『 泉 屋 博 古 館 紀 要 』 第 3 8  巻 に 掲 載 の 論 文

　 表 装 の 撮 影
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「 館 蔵 日 本 画 及 び 洋 画 の 基 礎 研 究 」 （ 椎 野 ）

　 館 蔵 の 日 本 画 及 び 洋 画 に 関 し て 、 昨 年 に 引 き 続 き 同 時 代 資 料 の 収 集 を 行 い 、 展 覧 会 出 品 歴

等 の 基 礎 情 報 を 確 認 し た 。 特 に 日 本 画 の 地 域 性 に 注 目 し 、 そ の 成 果 を 「 日 本 画 ト ラ イ ア ン グ

ル 」 展 と し て 展 観 し た 。

「 美 術 品 収 集 経 緯 研 究 」 （ 全 員 ）

　 継 続 実 施 し て い る 明 治 大 正 期 住 友 家 美 術 品 収 集 経 緯 の 研 究 に つ い て 、 本 年 度 は 購 入 台 帳 の

翻 刻 と 内 容 検 討 を 昭 和 1 7  年 ま で 進 め た 。

3 ． 専 門 研 究 （ 館 蔵 品 関 連 分 野 ）

「 中 国 先 秦 時 期 の 社 会 と 文 化 」 （ 小 南 ）

　 中 国 先 秦 時 期 （ 二 里 頭 文 化 か ら 秦 漢 帝 國 の 成 立 ま で ） の 社 会 制 度 や 思 想 文 化 に つ い て 、 主

と し て 出 土 文 物 を 資 料 と し て そ の 中 国 的 特 質 の 形 成 に つ い て 検 討 継 続 。

「 中 国 近 世 の 文 芸 と 民 衆 信 仰 」 （ 小 南 ）

　 中 国 近 世 の 民 衆 文 芸 に つ い て 、 文 献 資 料 と

実 地 調 査 と に も と づ き 、 庶 民 信 仰 と 生 活 倫 理 の

あ り か た を 探 求 す る 。 今 年 度 は 壁 画 墓 の 画 像 を

通 し て 二 十 四 孝 観 念 の 時 代 的 な 変 貌 を 追 求 、 中

国 近 世 倫 理 の 形 成 に つ い て 『 泉 屋 博 古 館 紀 要 』

第 3 8  巻 に 執 筆 。

「 春 秋 戦 国 時 代 青 銅 器 の 生 産 と 流 通 に 関 す る 複 合 的 研 究 」 （ 山 本 ）

　 華 北 ・ 華 中 地 域 そ れ ぞ れ に お け る 青 銅 器 生 産

・ 流 通 の 様 相 、 お よ び そ の 歴 史 的 背 景 に つ い て

考 察 を 行 っ た 。 以 上 の 成 果 は 紀 要 の ほ か 、

『 考 古 学 雑 誌 』 『 東 洋 史 研 究 』 な ど 学 術 雑 誌 に

お い て 論 文 と し て 公 刊 し た 。

復 元 鋳 造 品

『 泉 屋 博 古 館 紀 要 』 第 3 8  巻 に 掲 載 の 論 文
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４ ． 他 研 究 機 関 と の 共 同 調 査 研 究

「 木 島 櫻 谷 の 調 査 研 究 」 （ 実 方 ）

　 今 年 度 は 櫻 谷 文 庫 所 蔵 資 料 の う ち 、 山 水 表 現 に

つ い て 、 写 生 や マ ク リ 、 旧 蔵 の 中 国 山 水 画 な ど を

同 文 庫 と 共 同 で 調 査 分 析 、 他 機 関 の 関 連 作 品 調 査

と と も に 成 果 を 展 覧 会 ・ 図 録 に ま と め た 。 ま た

山 水 写 生 帖 の デ ー タ ベ ー ス 化 を 進 め た ほ か 、

概 説 書 を 執 筆 し た （ 東 京 美 術 ） 。

「 中 国 古 代 青 銅 器 製 作 技 術 の 研 究 」 （ 廣 川 （ 館 長 ） ・ 山 本 ）

　 当 館 所 蔵 青 銅 器 及 び 中 華 民 国 國 立 中 央 研 究 院 歴 史 語 言 研 究 所 所 蔵 青 銅 器 及 び 鋳 型 を 調 査 対

象 と し て 、 殷 代 か ら 戦 国 時 代 に か け て の 青 銅 彝 器 製 作 技 術 の 解 明 を 目 的 と し た 研 究 （ 実 物 の

考 古 学 的 調 査 お よ び 三 次 元 計 測 と 、 そ れ を も と に し た 鋳 造 実 験 ） を 、 歴 史 語 言 研 究 所 、 芦 屋

釜 の 里 と 共 同 で 実 施 。 今 年 度 は 青 銅 爵 の 鋳 造 実 験 を 実 施 し 、 そ の 工 程 を 動 画 に て 記 録 し た 。

「 中 国 青 銅 器 の 高 精 度 三 次 元 計 測 デ ー タ の 解 析 」 （ 廣 川 ）

　 富 山 大 学 芸 術 学 部 と 共 同 で 実 施 し て い る 当 館 青 銅 器 の

高 精 度 三 次 元 デ ジ タ ル 計 測 調 査 に よ り 取 得 し た デ ー タ に

つ い て 、 断 面 形 状 お よ び 全 体 厚 偏 差 分 布 の 解 析 を 実 施 。

そ の 成 果 の 一 部 で あ る 《 夔 神 鼓 》 の 解 析 報 告 を ア ジ ア 鋳 造

技 術 史 学 会 会 誌 『 F U S U S 』 に 発 表 し た 。

（ 富 山 大 学 芸 術 文 化 学 部 科 研 課 題 J P 1 6 H 0 1 9 1 8 、J P 2 1 H 0 0 4 9 4

の 分 担 研 究 ）

「 日 本 茶 道 文 化 史 に お け る 中 国 金 工 品 の 受 容 と 展 開 」 （ 山 本 ）

　 茶 道 資 料 館 ・ 芦 屋 釜 の 里 と の 共 同 調 査 研 究 。 今 年 度 は 相 国 寺 、 徳 川 美 術 館 、 野 村 美 術 館 に

お い て 調 査 を 実 施 し 、 い わ ゆ る 唐 物 の 花 入 と し て 用 い ら れ る 胡 銅 に 製 作 技 術 の 差 異 が 見 ら れ

る こ と を 確 認 し た 。

（ 研 究 助 成 金 申 請 検 討 中 （ 2 0 2 1  年 度 よ り 三 者 協 定 締 結 ） ）

《 夔 神 鼓 》 側 面 厚 み 分 布 図 （ 研 究 代 表 者 三 船 温 尚 氏 作 製 ）

ス キ ャ ニ ン グ の 様 子
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「 古 代 東 ア ジ ア の 祥 瑞 と 王 権 ― 漢 ～ 唐 代 成 立 の 瑞 獣 画 像 を め ぐ る 学 際 的 研 究 ― 」 （ 山 本 ）

　 今 年 度 は 研 究 成 果 の 一 部 と し て 、 早 稲 田 大 学

會 津 八 一 記 念 博 物 館 に て 『 古 代 中 国 の 神 話 と 祥 瑞 』

展 を 共 催 し 、 展 覧 会 図 録 を 刊 行 し た 。

（ 二 松 学 舎 大 学 研 究 代 表 科 研 課 題 J P 2 2 H 0 0 6 2 0  の

分 担 研 究 ）

「 図 像 ・ 出 土 器 物 ・ 文 献 資 料 に よ る 古 代 東 ア ジ ア に お け る 饗 宴 シ ス テ ム の 復 元 と 比 較 研 究 」（ 山 本 ）

　 古 代 東 ア ジ ア の 国 家 形 成 と 密 接 な 関 係 性 を も つ 饗 宴 シ ス テ ム の 成 立 ・ 展 開 過 程 に つ い て 、

中 国 ・ 朝 鮮 半 島 ・ 日 本 列 島 を 比 較 し つ つ 分 析 を 行 っ た 。 今 年 度 は 中 国 漢 代 の 飲 食 儀 礼 を テ ー

マ と し て 研 究 会 を 開 催 し た 。

（ 大 手 前 大 学 研 究 代 表 科 研 課 題 J P 2 2 H 0 0 7 2 9  の 分 担 研 究 ）

「 近 代 染 織 史 の 基 礎 資 料 研 究 」 （ 森 下 ）

　 館 蔵 の 染 織 作 品 を 基 本 資 料 と し て 、 近 代 の 染 織 品 に お け る 様 式 変 遷 な ら び に 技 法 を 比 較 し

た 。 東 京 文 化 財 研 究 所 無 形 文 化 遺 産 部 と 共 同 研 究 を 行 っ た 。 2 0 2 1  年 に 開 催 し た ［ 伝 統 技 術 ］

の 伝 承 に 関 す る 研 究 会 Ⅳ 「 型 紙 と 型 染 」 の 報 告 書 を ま と め 、 2 0 2 3  年 に 刊 行 。

「 展 覧 会 芸 術 研 究 」 （ 椎 野 ）

　 近 代 日 本 画 に お け る 主 題 選 択 や 表 現 様 式 を 変 容 さ せ た 展 覧 会 の 制 度 に 注 目 し 、 同 時 代 資 料

か ら 「 展 覧 会 芸 術 」 と い う 言 葉 の 使 用 範 囲 と 用 法 を 探 っ た 。

研 究 会 の 様 子
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１ ． 美 術 品 受 贈

　 以 下 6  点 の 作 品 を 受 贈 し た 。

　

　 《 青 海 波 透 か し 文 水 盤 　 銘 嶺 雲 鋳 》 　 　 　 尾 科 嶺 雲

　 《 龍 肩 雲 透 か し 文 三 ツ 足 薄 端 　 銘 峯 雲 》 　 加 納 峯 雲

　 《 龍 文 末 広 口 花 瓶 　 銘 松 園 》 　 　 　 　 　 　 初 代 須 賀 松 園

　 《 波 千 鳥 象 嵌 壺 　 銘 紫 龍 》

　 《 鬼 獣 耳 相 華 帯 地 水 盤 　 銘 月 眞 叟 松 園 》 　 初 代 須 賀 松 園

　 （ 大 郷 理 明 様 ご 寄 贈 ）

　

　 《 絵 踏 》 　 尾 竹 国 観 　 明 治 4 1 （ 1 9 0 8 ） 年

　 （ 尾 竹 国 矢 様 ご 寄 贈 ）

2 0 2 2  年 度 の 美 術 品 収 集

　

２ ． 美 術 品 購 入

　 下 記 １ 点 の 作 品 を 購 入 し た 。

　 《 人 物 図 》 　 尾 竹 国 観 　 明 治 時 代

《 青 海 波 透 か し 文 水 盤 銘 嶺 雲 鋳 》 尾 科 嶺 雲

《 龍 肩 雲 透 か し 文 三 ツ 足 薄 端 銘 峯 雲 》 加 納 峯 雲

《 絵 踏 》 　 尾 竹 国 観 　 明 治 4 1 （ 1 9 0 8 ） 年

《 人 物 図 》 　 尾 竹 国 観 　 明 治 時 代
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１ ． 仏 教 美 術

　 ・ 重 要 文 化 財 《 木 彫 阿 弥 陀 如 来 坐 像 》

　 　 　 本 作 は 院 政 期 の 基 準 作 と し て 価 値 が 知 ら れ て い る が 、 近 代 の 修 理 箇 所 の 損 朽 が 激

　 　 　 し く 、 館 内 で の 移 動 も ま ま な ら な い 状 況 。 修 理 の 上 で 公 開 機 会 を 確 保 す る 。

　 　 　 （ 2 0 2 2  年 開 始 ～ 2 3  年 3  月 完 了 予 定 。 国 庫 ・ 住 友 財 団 助 成 ） （ 総 額 2, 2 7 6  千 円 ）

　 　 　

２ ． 青 銅 器

　 ・ 《 三 犧 首 亀 文 尊 》 　 現 状 調 査

　 　 　 青 銅 器 修 復 専 門 業 者 に 依 頼 し 、 状 態 確 認 調 査 を

　 　 　 実 施 、 進 行 性 錆 を 確 認 し た 。 緊 急 性 の 高 い も の

　 　 　 か ら 順 に 脱 錆 ・ 防 錆 処 理 の 実 施 の 計 画 を ま と め 、

　 　 　 本 年 度 は 2  点 を 実 施 し た 。 （ 4 3 1  千 円 ）

2 0 2 2  年 度 の 美 術 品 修 復

　 （ 修 復 前 ） 石 膏 の 劣 化

　 （ 修 復 前 ） 過 去 の 修 復 箇 所 の 劣 化

（ 修 復 前 ） 手 首 枘 の ゆ る み

　 《 三 犠 首 亀 文 尊 》 （ 修 復 前 ）
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３ ． 茶 道 具

　 ・ 《 瀬 戸 肩 衝 茶 入 銘 真 如 堂 》 挽 家 袋

　 　 　 表 裂 に 傷 み が あ り 、 裏 地 も 劣 化 が 酷 い た め 、 裂 地 の 補 強 、 つ が り ・ 緒 を 交 換 す る な ど

　 　 　 の 修 復 を 行 っ た 。 （ 2 0 0  千 円 ）

　 ・ 《 黄 天 目 銘 鷰 》 天 目 袋 ・ 天 目 台 袋

　 　 　 《 黄 天 目 銘 鷰 》 の 天 目 袋 な ら び に 天 目 台 袋 に つ い て 、 と も に 表 裂 に 傷 み が あ り 、

　 　 　 裏 地 も 劣 化 が 酷 い た め 、 緞 子 で 裏 地 を 仕 立 て 、 つ が り を 元 の 色 と 同 色 に 染 め て 作 成

　 　 　 し た 。 （ 4 0 0  千 円 ） 。

　

《 黄 天 目 銘 鷰 》 の 天 目 袋 （ 修 復 後 ）《 黄 天 目 銘 鷰 》 の 天 目 袋 （ 修 復 前 ）

《 黄 天 目 銘 鷰 》 の 天 目 台 袋 （ 修 復 前 ）

《 黄 天 目 銘 鷰 》 の 天 目 台 袋 （ 修 復 後 ）

《 瀬 戸 肩 衝 茶 入 銘 真 如 堂 》 挽 家 袋 （ 修 復 前 ） 《 瀬 戸 肩 衝 茶 入 銘 真 如 堂 》 挽 家 袋 （ 修 復 後 ）
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４ ． 絵 画

　 ・ 都 鳥 英 喜 《 菊 》

　 　 　 画 面 ク リ ー ニ ン グ な ら び に 絵 具 の 浮 き を 接 着 し 、 絵 具 の 剥 落 部 分 に 充 填 剤 を 充 填 し 、

　 　 　 周 囲 の 筆 触 に 合 わ せ て 整 形 後 、 修 復 用 絵 具 で 補 彩 し た 。 ま た 低 反 射 ア ク リ ル や 裏 板 を

　 　 　 新 た に 取 り 付 け た 。 （ 4 9 9  千 円 ）

　 　 　

５ ． そ の 他

　 ・ 《 朱 泥 四 方 急 須 》 仕 覆

　 　 　 鉄 媒 染 に よ る 木 綿 地 の 劣 化 が 進 行 し て 数 箇 所 が 文 様 ご と や け 落 ち 、 内 部 の 綿 が 露 出 。

　 　 　 展 示 効 果 も 高 い 上 質 な イ ン ド 更 紗 地 で あ る た め 、 劣 化 の 進 行 速 度 を 緩 め る べ く 修 復 を

　 　 　 行 っ た 。 （ 2 5 0  千 円 ）

　 ・ 燻 蒸 、 掛 軸 掛 緒 ・ 軸 先 小 修 繕 他 （ 3 0 6  千 円 ）

都 鳥 英 喜 《 菊 》 （ 修 復 後 ）
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2 0 2 2  年 度 の 収 蔵 品 貸 出

沈 南 蘋 《 雪 中 遊 兎 図 》 、 西 山 完 瑛 《 浪 華 名 所 画 帖 》 、 丹 羽 桃 渓 ・ 太 田 蜀 山 人 《 別 子 銅 山 図 》 （ す

べ て 京 都 ）

　 　 「 サ ロ ン ！ 雅 と 俗 ― 京 の 大 家 と 知 ら れ ざ る 大 坂 画 壇 」（ 京 都 国 立 近 代 美 術 館 ：2 0 2 2  年 3  月 2 3  日 ～ 5  月 8  日 ）

国 宝 《 線 刻 仏 諸 尊 鏡 像 》 （ 京 都 ）

　 　 伝 教 大 師 1 2 0 0  年 大 遠 忌 記 念 特 別 展 「 最 澄 と 天 台 宗 の す べ て 」 （ 京 都 国 立 博 物 館 ： 2 0 2 2  年 4  月 1 2  日 ～

　 　 5  月 2 2  日 〔 展 覧 会 は 東 博 、 九 博 、 京 博 の 巡 回 。 出 陳 は 京 博 の み 。 〕 ）

板 谷 波 山 　 重 要 文 化 財 《 葆 光 彩 磁 珍 果 文 花 瓶 》 、 《 葆 光 彩 磁 葡 萄 唐 草 文 花 瓶 》 、 《 彩 磁 更 紗 花 鳥

文 花 瓶 》 、《 茶 釉 花 下 対 禽 彫 文 花 瓶 》 、《 褐 釉 八 つ 手 葉 彫 花 瓶 》 、《 葆 光 彩 磁 細 口 花 瓶 》 、 板 谷 玉 蘭 《 彩

磁 山 葡 萄 唐 草 文 花 瓶 》 （ す べ て 東 京 ）

　 　 特 別 展 「 生 誕 1 5 0  年 記 念 板 谷 波 山 の 陶 芸 ― 近 代 陶 芸 の 巨 匠 、 そ の 麗 し き 作 品 と 生 涯 」

　 　 （ し も だ て 美 術 館 ： 2 0 2 2 年 4  月 1 6  日 ～ 6  月 1 9  日 、 石 川 県 立 美 術 館 ： 2 0 2 2 年 6  月 2 5  日 ～ 7  月 2 4  日 、

　 　 泉 屋 博 古 館 ： 2 0 2 2 年 9  月 3  日 ～ 1 0  月 2 3  日 、 泉 屋 博 古 館 東 京 ： 1 1  月 3  日 ～ 1 2  月 1 8  日

　 　 茨 城 県 陶 芸 美 術 館 ： 2 0 2 3 年 1  月 2  日 ～ 2  月 2 6  日 〔 重 文 作 品 は し も だ て 美 術 館 ～ 泉 屋 博 古 館 東 京 の 4  会 場 〕 ） 

           

森 寛 斎 《 羅 浮 仙 人 図 》 、 望 月 玉 泉 《 芦 雁 図 》 、 初 代 宮 川 香 山 《 紅 海 鼠 釉 花 瓶 》 、 三 代 清 風 與 平 《 青

磁 瓜 に 虫 彫 文 花 瓶 》 （ す べ て 東 京 ）

　 　 「 綺 羅 き ら め く 京 の 明 治 美 術 － 世 界 が 驚 い た 帝 室 技 芸 員 の 神 業 」 （ 京 都 市 京 セ ラ 美 術 館 ： 2 0 2 2  年 7  月 2 3

　 　 日 ～ 9  月 1 9  日 ）    

《 武 蔵 野 蒔 絵 面 箪 笥 》 、 《 紅 萌 黄 卍 繋 桜 花 薔 薇 蝶 薄 模 様 唐 織 》 （ 東 京 ）

　 　 国 立 能 楽 堂 企 画 展 「 秋 の 風 － 能 楽 と 日 本 美 術 － 」 （ 国 立 能 楽 堂 １ 階 資 料 展 示 室 ： 2 0 2 2  年 8  月 2 5  日 ～

　 　 1 0  月 2 1  日 ）

        

《 寿 山 石 　 白 芙 蓉 印 顆 　 鈕 玉 取 獅 子 》 2  顆 、 《 青 田 石 印 顆 　 鈕 眠 猫 》 1  顆 、 《 青 田 石 燈 光 凍 印 材 　

鈕 山 形 》 1  顆 （ 附 属 紫 檀 銀 象 嵌 印 材 台 １ 基 ） 、 《 太 湖 石 》 1  点 （ す べ て 京 都 ） 　

　 　 「 玉 石 の 美 ― 人 び と を 魅 了 し た 石 の 工 芸 ― 」 （ 和 泉 市 久 保 惣 記 念 美 術 館 ：2 0 2 2  年 9  月 1 8  日 ～ 1 1  月 1 3  日 ）

《 古 銅 象 耳 花 入 銘 キ ネ ナ リ 》 、 《 小 井 戸 茶 碗 銘 六 地 蔵 》 、 《 黄 天 目 銘 鷰 》 、 《 紅 葉 呉 器 茶 碗 》

（ す べ て 東 京 ）

　 　 特 別 展 「 京 （ み や こ ） に 生 き る 文 化 　 茶 の 湯 」 （ 京 都 国 立 博 物 館 ： 2 0 2 2  年 1 0  月 8  日 ～ 1 2  月 4  日 ）

《 伊 勢 物 語 図 屏 風 》 （ 京 都 ）

　 　 特 別 展 「 伊 勢 物 語 － 絵 に な る 男 の 一 代 記 」 （ 中 之 島 香 雪 美 術 館 ： 2 0 2 2  年 1 0  月 8  日 ～ 1 1  月 2 7  日 ）
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童 基 《 桃 源 図 》 （ 京 都 ）

　 　 特 別 展 「 桃 源 郷 通 行 許 可 証 」 （ 埼 玉 県 立 近 代 美 術 館 ： 2 0 2 2  年 1 0  月 2 2  日 ～ 2 0 2 3  年 1  月 2 9  日 ）

龔 賢 《 山 水 長 巻 》 （ 京 都 ）

　 　 特 別 企 画 展 「 明 清 の 美 ― 1 5  ～ 2 0  世 紀 中 国 の 美 術 ― 」 （ 大 和 文 華 館 ： 2 0 2 2  年 1 1  月 1 8  日 ～ 1 2  月 2 5  日 ）

１ ． 職 員 に よ る 外 部 講 演

　 小 南 一 郎

   　 8  月 1 4  日    大 和 文 華 館 講 演 「 中 国 古 代 の 動 物 造 形 ― そ の 多 様 性 と 変 容 」 
 

　 実 方 葉 子 　

　   3  月 2 7  日   京 都 国 立 近 代 美 術 館 シ ン ポ ジ ウ ム 「 『 サ ロ ン ！ 京 と 大 坂 の 絵 画 』 － 継 承 か 断 絶 か ？ 」

　 　   　 　 　 　 口 頭 発 表 お よ び パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

      1 0  月 1 7  日 　 佛 教 大 学 公 開 講 座 【 4 6 _  京 都 新 聞 総 合 研 究 所 提 携 講 座 「 ア ー ト サ ロ ン 」

                       ① 日 本 画 家 ・ 木 島 櫻 谷 の 旅 と 山 水 画 】 ハ イ フ レ ッ ク ス （ 対 面 、 オ ン ラ イ ン 両 面 講 義 ）

 
  山 本 堯

   　 4  月 2 4  日   考 古 学 研 究 会 第 6 8  回 総 会 ・ 研 究 集 会 「 殷 周 青 銅 器 に お け る 伝 世 ・ 復 古 と そ の 史 的 意 義 」

２ ． 外 部 機 関 へ の 協 力 ： 大 学 へ の 出 講

　 実 方 葉 子

　     京 都 芸 術 大 学 　 通 信 教 育 課 程 書 画 コ ー ス 特 別 講 義 「 住 友 コ レ ク シ ョ ン ― 中 国 絵 画 の 個 性 派 を

                             見 る 」  2 0 2 2  年 8  月 2 0  日 (  土 ) 　 オ ン ラ イ ン

　 野 地 耕 一 郎

　    成 城 大 学 　 博 物 館 実 習 (  美 術 史 )   　          2 0 2 2  年 4  月 ～ 2 0 2 3  年 3  月

　    学 習 院 大 学 　 哲 学 科 「 美 術 史 講 義 」             2 0 2 2  年 9  月 ～ 2 0 2 3  年 3  月

３ ． 近 隣 美 術 館 ・ 施 設 と の 連 携

　 　 （ 京 都 ）

　 　 ・ 「 旅 ス ル 絵 画 」 展 と 京 都 国 立 近 代 美 術 館 「 サ ロ ン ！ 展 」 で 連 携 割 引 を 実 施

　 　 ・ 祇 園 祭 鶏 鉾 下 水 引 完 成 披 露 会 見 を 講 堂 で 開 催 （ 鶏 鉾 保 存 会 に 協 力 、 7  月 4  日 ）

　 　 ・ 木 島 櫻 谷 山 水 障 壁 画 を 所 有 す る 南 禅 寺 塔 頭 「 南 陽 院 」 を 「 木 島 櫻 谷 － 山 水 夢 中 － 」 の 館 外

　 　 　 会 場 と 位 置 づ け 限 定 特 別 公 開 を 企 画 、 実 施

　 　 ・ 木 島 櫻 谷 旧 邸 「 櫻 谷 文 庫 」 （ 京 都 市 指 定 文 化 財 ） 特 別 公 開 と 連 携 し ラ イ ブ エ グ ザ ム 主 導 で

　 　 　 「 三 館 夢 中 プ レ ミ ア ム チ ケ ッ ト 」 を 販 売 、 な ら び に 宮 脇 賣 扇 庵 天 井 画 制 作 1 2 0  周 年 特 別 企 画

　 　 　 「 木 島 櫻 谷 の 扇 展 」 と も 連 携 し 京 都 新 聞 主 導 で 「 櫻 谷 三 昧 ぐ る っ と ア ー ト 連 携 チ ケ ッ ト 」 を 販 売

　 　 ・ 野 村 美 術 館 と 「 京 都 東 山 美 術 館 さ ん ぽ 」 を 共 催 、 秋 季 展 相 互 広 報 及 び 相 互 割 引 を 実 施

　 　

2 0 2 2  年 度 外 部 機 関 協 力 ・ 広 報
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　 　 （ 東 京 ）

　 　 ・ 「 ぐ る っ と パ ス 2 0 2 2 」 再 加 盟

　 　 ・ 「 港 区 ミ ュ ー ジ ア ム ネ ッ ト ワ ー ク 」 継 続

　 　 ・ 「 港 区 い き い き ミ ュ ー ジ ア ム め ぐ り 」 見 学 会 受 入 （ 6 / 8 「 光 陰 礼 讃 」 展 ）

　 　 ・ 港 区 立 麻 布 小 学 校 　 見 学 会 受 入 （ 6 / 2 2 「 光 陰 礼 讃 」 展 ・ 6  年 生 ）

　 　 ・ A R K Hill s M u si c W e e k 2 0 2 2  参 加 （ 1 0 / 6 ミ ュ ー ジ ア ム コ ン サ ー ト ） 。

　 　 ・ デ ジ タ ル ス タ ン プ ラ リ ー  M u si c W al k!  参 加

　 　 ・ 港 区 ミ ュ ー ジ ア ム ネ ッ ト ワ ー ク 「 ミ ナ コ レ ス タ ン プ ラ リ ー 」 参 加 ( 1 2 / 1- 1 2 / 2 4) 　

「 旅 ス ル 絵 画 － 住 友 コ レ ク シ ョ ン の 文 人 画 」 展 （ 主 催 　 京 都 新 聞 ）

2 月 2 6 日 京 都 新 聞 朝 刊 社 告

3 月 1 8 日 京 都 新 聞 夕 刊 社 告

3 月 2 3 日 京 都 新 聞 特 集 紙 全 1 0  段 カ ラ ー

3 月 2 5 日 京 都 新 聞 夕 刊 く ら し イ ン フ ォ

3 月 2 8 日 京 都 新 聞 朝 刊 開 幕 記 事 ・ 「 き ら っ と 」 5  月 号

4 月 1 日 産 経 新 聞 夕 刊

4 月 1 2 日 朝 日 新 聞 朝 刊 「 美 の 履 歴 書 」

4 月 1 3 日 京 都 新 聞 朝 刊 広 告 全 5  段 カ ラ ー

京 都 新 聞 タ ブ ロ イ ド I r u mi r u 「 ト マ ト 倶 楽 部 の ペ ー ジ 」

4 月 2 0 日 美 術 新 聞

「 モ ン ゴ ル 紀 年 漆 器 」 展 示

4 月 8 日 京 都 新 聞 朝 刊 「 ソ フ ィ ア 」 大 谷 育 恵 氏 イ ン タ ビ ュ ー

3 月 2 1 日 京 都 新 聞 朝 刊 情 報 ワ イ ド

5 月 1 日 京 都 新 聞 朝 刊 情 報 ワ イ ド （ 文 人 画 展 と と も に ・ 全 1 0  段 カ ラ ー ）

「 漆 － 東 洋 の 美 を 彩 る 素 材 」 展 （ 主 催 　 京 都 新 聞 ）

4 月 2 7 日 京 都 新 聞 朝 刊 社 告

5 月 2 3 日 京 都 新 聞 情 報 ワ イ ド

5 月 2 4 日 京 都 新 聞 朝 刊 特 集 紙 全 1 0  段 カ ラ ー

5 月 2 7 日 京 都 新 聞 夕 刊

5 月 2 9 日 京 都 新 聞 朝 刊 開 幕 記 事

6 月 5 日 K B S  京 都 放 送 「 京 都 新 聞 ニ ュ ー ス 」

6 月 6 日 京 都 新 聞 朝 刊

6 月 1 6 日 毎 日 新 聞 朝 刊

6 月 1 7 日 産 経 新 聞 夕 刊

6 月 1 9 日 京 都 新 聞 朝 刊 情 報 ワ イ ド （ 特 集 ・ 全 1 0  段 カ ラ ー ）

6 月 2 1 日 京 都 新 聞 朝 刊 広 告 全 5  段 カ ラ ー

7 月 1 日 京 都 新 聞 朝 刊 　 情 報 ワ イ ド ／ 朝 日 友 の 会 「 ア サ ヒ メ イ ト 」 7  月 号

共 同 通 信 関 西 ア ー ト ウ ォ ー ク 、 日 本 鋳 造 工 学 会 「 鋳 造  O nli n e 2 0 2 2 」 ほ か

特 別 展 「 生 誕 1 5 0  年 記 念 板 谷 波 山 の 陶 芸 － 近 代 陶 芸 の 巨 匠 、 そ の 麗 し き 作 品 と 生 涯 」 展

（ 主 催 　 日 本 経 済 新 聞 社 ・ 京 都 新 聞 ）

8 月 2 日 読 売 新 聞

8 月 3 日 京 都 新 聞 朝 刊 社 告

４ ． 広 報 活 動

・ 京 都 ： 新 聞 、 テ レ ビ 等 を 通 じ て の 広 報
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8 月 1 3 日 奈 良 新 聞

8 月 2 8 日 京 都 民 報 （ 1 0  月 2  日 に 特 集 ）

8 月 2 9 日 日 本 経 済 新 朝 刊 社 告

8 月 3 0 日 京 都 新 聞 朝 刊 特 集 紙 全 1 0  段 カ ラ ー

9 月 2 日 京 都 新 聞 タ ブ ロ イ ド I r u mi r u 、 夕 刊 イ ン フ ォ

9 月 3 日 K B S  京 都 放 送 「 京 都 新 聞 ニ ュ ー ス 」

9 月 4 日 京 都 新 聞 朝 刊 開 幕 記 事

9 月 7 日 産 経 新 聞 朝 刊 広 告 出 稿 　 北 河 内 版 （ モ ノ ク ロ 、 9  月 1 3  日 に 再 掲 ）

9 月 8 日 京 都 新 聞 朝 刊 広 告 全 5  段 カ ラ ー

9 月 1 0 日 朝 日 放 送 「 A N N  ニ ュ ー ス 」

9 月 1 1 日 産 経 新 聞 朝 刊 広 告 出 稿 　 北 摂 版 （ モ ノ ク ロ ）

9 月 1 1 日 日 本 経 済 新 夕 刊 大 阪 本 社 版 広 告 出 稿 （ 9  月 2 6  日 に 再 掲 ）

9 月 1 6 日 産 経 新 聞 朝 刊 広 告 出 稿 　 北 河 内 版 （ カ ラ ー ）

9 月 1 9 日 日 本 経 済 新 朝 刊 ア ー ト ラ イ フ

9 月 3 0 日 日 本 経 済 新 朝 刊 、 産 経 新 聞 夕 刊

1 0 月 2 日 京 都 新 聞 朝 刊 情 報 ワ イ ド （ 特 集 ・ 全 1 0  段 カ ラ ー ）

小 学 館 「 和 楽 」 8 ・ 9  月 号 原 寸 美 術 館 、 生 活 の 友 社 「 ア ー ト コ レ ク タ ー ズ 」 9  月 号 ほ か

特 別 展 「 木 島 櫻 谷 － 山 水 夢 中 － 」 展

（ 主 催 　 公 益 財 団 法 人 櫻 谷 文 庫 ・ Ｂ Ｓ フ ジ ・ ラ イ ブ エ グ ザ ム ・ 京 都 新 聞 ）

1 月 4 日 京 都 新 聞 朝 刊 「 2 0 2 2  年 の 本 社 主 催 事 業 」

1 0 月 5 日 京 都 新 聞 朝 刊 社 告

1 0 月 2 8 日 京 都 新 聞 朝 刊 特 集 紙 全 1 0  段 カ ラ ー 、 夕 刊 社 告

1 1 月 3 日 K B S  京 都 放 送 「 京 都 新 聞 ニ ュ ー ス 」

1 1 月 3 日 産 経 新 聞 朝 刊 広 告 出 稿 　 北 摂 版 ・ 北 河 内 版 （ カ ラ ー ）

1 1 月 4 日 京 都 新 聞 朝 刊 開 幕 記 事 ・ タ ブ ロ イ ド I r u mi r u ・ ア ー ト サ ロ ン レ ポ ー ト ・ 夕 刊 イ ン フ ォ

1 1 月 9 日 N H K  京 都 放 送 「 京 い ち に ち 」

1 1 月 1 1 日 日 本 経 済 新 聞 夕 刊

1 1 月 1 8 日 京 都 新 聞 朝 刊 広 告 全 5  段 カ ラ ー

1 1 月 2 4 日 ラ ジ オ α - S T A TI O N 「 モ ー ニ ン グ ス プ ラ イ ト 」 実 方 出 演

1 1 月 2 6 日 京 都 新 聞 朝 刊 美 術 欄 、 毎 日 新 聞 夕 刊

1 2 月 1 日 読 売 新 聞 夕 刊 、 京 都 民 報

1 2 月 4 日 日 経  S T Y L E 「 美 の 粋 」 全 1 0  段 カ ラ ー

1 2 月 5 日 京 都 新 聞 朝 刊 情 報 ワ イ ド

雑 誌 広 告 出 稿 「 週 刊 エ コ ノ ミ ス ト 」 裏 表 紙

南 陽 院 特 別 公 開 （ ラ イ ブ エ グ ザ ム 公 開 事 業 （ 櫻 谷 展 主 催 ） ）

9 月 7 日 京 都 新 聞 朝 刊 一 面

9 月 7 日 毎 日 放 送 、 N H K  京 都 放 送 （ と も に 事 前 報 道 説 明 会 ）

1 1 月 1 2 日 B S  フ ジ 特 別 番 組 「 百 年 の 眠 り か ら さ め た 櫻 谷 ｢  理 想 郷 ｣  の 美 」

1 1 月 2 7 日 京 都 新 聞 朝 刊 情 報 ワ イ ド （ 特 集 ・ 全 1 0  段 カ ラ ー ）

読 売 新 聞 ウ ェ ブ 「 美 術 展 ナ ビ 」 （ 9 / 7  速 報 、 9 / 2 8  詳 細 レ ポ ー ト ）

そ の 他

プ ラ ネ ッ ト ラ イ ツ 「 時 空 旅 人 」 V ol. 6 9

J R  東 海 「 そ う だ 京 都 、 行 こ う 。 」 イ ン ス タ グ ラ ム 建 築 紹 介

「 ぶ ら ぶ ら 美 術 ・ 博 物 館 別 冊 京 都 ス ペ シ ャ ル 」
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泉 屋 博 古 館 東 京 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン 記 念 展 Ⅰ 

「 日 本 画 ト ラ イ ア ン グ ル 画 家 た ち の 大 阪 ・ 京 都 ・ 東 京 」 　 （ 主 催 　 日 本 経 済 新 聞 社 ） 

3 月 1 1 日 東 洋 経 済 日 報

3 月 1 3 日 陸 奥 新 報

3 月 1 9 日 日 本 経 済 新 聞 夕 刊 広 告 出 稿

4 月 4 日 聖 教 新 聞

4 月 6 日 東 京 新 聞

4 月 1 0 日 Ｎ Ｈ Ｋ Ｅ テ レ 「 日 曜 美 術 館 ア ー ト シ ー ン 」 （ 再 放 送 4  月 1 7  日 ）

4 月 1 5 日 東 京 新 聞 広 告 出 稿 （ 4  月 1 9  日 に 再 掲 ）

4 月 2 6 日 朝 日 新 聞 夕 刊

共 同 通 信 イ ベ ン ト 情 報 配 信

泉 屋 博 古 館 東 京 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン 記 念 展 Ⅱ 

「 光 陰 礼 讃 　 ― モ ネ か ら は じ ま る 住 友 洋 画 コ レ ク シ ョ ン 」   （ 主 催 　 日 本 経 済 新 聞 社 ）

4 月 2 9 日 東 洋 経 済 日 報

5 月 1 2 日 中 文 導 報

5 月 2 0 日 毎 日 新 聞

5 月 2 1 日 日 本 経 済 新 聞 夕 刊 広 告 出 稿

5 月 2 2 日 陸 奥 新 報

5 月 2 2 日 読 売 新 聞 広 告 出 稿

6 月 3 日 産 経 新 聞

6 月 2 8 日 朝 日 新 聞

7 月 8 日 東 京 Ｍ Ｘ Ｔ Ｖ 　 わ た し の 芸 術 劇 場 （ 再 放 送 7  月 1 0  日 ）

7 月 1 9 日 Ｎ Ｈ Ｋ Ｅ テ レ 「 キ ュ レ ー タ ー バ ト ル ！ ！ 」 （ 再 放 送 7  月 2 5  日 ）

泉 屋 博 古 館 東 京 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン 記 念 展 Ⅲ 
「 古 美 術 逍 遙 　 ― 東 洋 へ の ま な ざ し 」 　 （ 主 催 　 日 本 経 済 新 聞 社 ）

9 月 4 日 陸 奥 新 報

9 月 5 日 日 本 教 育 新 聞 / 電 子 版

9 月 1 0 日 日 本 経 済 新 聞 夕 刊 広 告 出 稿

9 月 1 1 日 し ん ぶ ん 赤 旗 日 曜 版

9 月 3 0 日 産 経 新 聞

1 0 月 9 日 Ｎ Ｈ Ｋ Ｅ テ レ 「 日 曜 美 術 館 ア ー ト シ ー ン 」 （ 再 放 送 1 0  月 1 6  日 ）

特 別 展 「 生 誕 1 5 0  年 記 念 板 谷 波 山 の 陶 芸 － 近 代 陶 芸 の 巨 匠 、 そ の 麗 し き 作 品 と 生 涯 」 展
（ 主 催 　 日 本 経 済 新 聞 社 ）

4 月 2 8 日 茨 城 新 聞

6 月 5 日 日 本 経 済 新 聞

6 月 1 2 日 日 本 経 済 新 聞

8 月 6 日 読 売 新 聞

1 0 月 2 5 日 共 同 通 信 社 記 事 配 信

1 0 月 2 8 日 東 洋 経 済 日 報

1 0 月 3 0 日 産 経 新 聞 広 告 出 稿

1 1 月 5 日 日 本 経 済 新 聞 夕 刊 広 告 出 稿

1 1 月 6 日 陸 奥 新 報

1 1 月 1 9 日 東 京 新 聞

・ 東 京 ： 新 聞 、 テ レ ビ 等 を 通 じ て の 広 報
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1 1 月 2 0 日 し ん ぶ ん 赤 旗 日 曜 版

1 1 月 2 5 日 産 経 新 聞 広 告 出 稿

1 2 月 1 日 共 同 通 信 社 記 事 配 信 （ 東 京 ウ ォ ッ チ ）

1 2 月 3 日 朝 日 新 聞 広 告 出 稿

そ の 他

1 月 9 日 日 本 経 済 新 聞 （ T h e St yl e ： Ｖ Ｒ 広 告 出 稿 ）

3 月 8 日 朝 日 新 聞 （ 首 都 圏 版 「 ロ ゴ 散 歩 」 ）

4 月 2 0 日 公 明 新 聞 （ カ フ ェ 紹 介 ）

6 月 3 日 日 刊 工 業 新 聞 「 ミ ュ ー ジ ア ム 探 訪 」

6 月 2 4 日 毎 日 新 聞 首 都 圏 版

・ 泉 屋 博 古 館 東 京 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン に 向 け た 広 報 活 動

　 新 春 プ レ オ ー プ ン で の 記 者 内 覧 会 、 Ｖ Ｒ ア プ リ で の コ ン テ ン ツ 配 信 お よ び 連 動 し た 新 聞 広

　 告 等 を 活 用 し 、 3  月 の グ ラ ン ド オ ー プ ン に 向 け て 事 前 告 知 を 行 っ た 。

・ ビ ジ ュ ア ル ・ ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 展 開 （ Ｖ Ｉ ） の 展 開

　 2 0 2 0 ｰ 2 1 年 に 構 築 し た ビ ジ ュ ア ル ・ ア イ デ ン テ ィ テ ィ （ Ｖ Ｉ ） の 使 用 を 2 0 2 2 年 よ り 開

始 し た 。 京 都 ・ 東 京 の 共 通 パ ン フ レ ッ ト を 制 作 し た ほ か 、 東 京 で は 封 筒 ・ シ ョ ッ パ ー 等 の ア

プ リ ケ ー シ ョ ン 類 に 展 開 し 活 用 し て い る 。

・ 公 式 ウ ェ ブ サ イ ト の 更 新

　 2 0 2 1  年 に 刷 新 し た ウ ェ ブ サ イ ト に 英 文 ペ ー ジ

を 追 加 。 東 京 の 2 0 2 3  年 開 催 展 覧 会 予 定 お よ び

基 本 情 報 の 英 語 版 ペ ー ジ を 作 成 、 2 0 2 2  年 1 2  月 に

公 開 を 開 始 し た 。

   京 都 の 英 文 ペ ー ジ は 2 0 2 3  年 初 頭 に 作 成 お よ び

公 開 予 定 。

・ Ｓ Ｎ Ｓ を 活 用 し た 広 報 活 動

　 京 都 　 フ ェ イ ス ブ ッ ク 投 稿 （ 展 覧 会 ・ 作 品 ・ イ ベ ン ト 紹 介 等 ） 9 1  回

   　      ツ イ ッ タ ー （ 展 覧 会 ・ 作 品 紹 介 、 館 近 況 報 告 等 ） 8 4 7  回

　 　 　 　 イ ン ス タ グ ラ ム （ 展 覧 会 ・ 作 品 ・ イ ベ ン ト 紹 介 等 ） 9 5  回

　 東 京 　 フ ェ イ ス ブ ッ ク 投 稿 （ 展 覧 会 ・ 作 品 紹 介 等 ） 1 3 6  回

　 　 　 　 ツ イ ッ タ ー （ 展 覧 会 ・ 作 品 ・ イ ベ ン ト 紹 介 等 ） 3 3 9  回

　 　 　 　 イ ン ス タ グ ラ ム （ 展 覧 会 ・ 作 品 紹 介 等 ） 1 3 7  回

新 公 式 ウ ェ ブ サ イ ト  英 文 ト ッ プ ペ ー ジ （ P C ）
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当 館 で 活 動 す る ボ ラ ン テ ィ ア

施 設 へ の 対 応

・ 泉 屋 博 古 館 （ 京 都 ） の 改 修 工 事 検 討

　 築 5 0  年 を 経 た 青 銅 器 館 を は じ め と す る 建 物 ・ 設 備 に つ い て 劣 化 診 断 調 査 の 結 果 を 踏 ま え 、

今 後 3 0  年 間 を 見 据 え た 施 設 改 修 の 基 本 計 画 を 策 定 し 一 部 着 手 し た 。 今 後 基 本 設 計 業 務 に 進

む （ 2, 2 0 0  千 円 ） 。

研 修 の 様 子

　 青 銅 器 解 説 ボ ラ ン テ ィ ア は 2 0 2 1  年 か ら

継 続 し て い る 新 人 研 修 を 4  月 2  日 ・ 1 6  日

に て 全 1 2  回 修 了 と し 、 9  名 の 解 説 員 が 誕

生 し た 。 ま た 技 能 維 持 の た め の フ ォ ロ ー

ア ッ プ 研 修 を 8  月 2 4  日 に 行 っ た 。 研 修 時

に 案 内 デ ス ク を 設 け る な ど 来 館 者 に ボ ラ ン

テ ィ ア 側 か ら 声 が け し な い 感 染 症 対 策 を

周 知 し 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 と

学 識 役 員 懇 談 会

　 当 館 で は 本 年 、 よ り 充 実 し た 美 術 館 活 動 展 開 の た め 、 学 識 理 事 ・ 評 議 員 と の 懇 談 会 を 2  回 （ 6

月 2 0  日 泉 屋 博 古 館 、 1 1  月 1 7  日 泉 屋 博 古 館 東 京 ） 開 催 し た 。 館 員 と の フ リ ー ト ー ク 形 式 で 、

開 催 中 の 展 覧 会 の 内 容 を 中 心 に 、 専 門 的 な 視 点 か ら 当 館 へ の ご 意 見 、 ご 助 言 な ど 承 る こ と が

で き た 。 こ の 懇 談 会 は 、 近 年 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 休 会 し て い た 博 物 館

評 価 委 員 会 を よ り 実 質 的 な 内 容 で 展 開 す る も の と し て 、 今 後 も 継 続 す る 予 定 。

し て 2 0 2 0  年 度 よ り 休 止 し て い た 青 銅 器 解 説 ボ ラ ン テ ィ ア を 秋 季 展 「 生 誕 1 5 0  周 年 記 念 　 板

谷 波 山 の 陶 芸 」 よ り 再 開 し た 。 ガ イ ド 再 開 に あ た り 来 館 者 の 反 応 は 良 好 で 、 新 人 7  名 ・ 継 続

1 7  名 の 合 計 2 4  名 が 活 動 を 行 っ た 。

　 ま た 監 視 ボ ラ ン テ ィ ア と し て 「 虹 の 会 」 お よ び 「 京 都 市 文 化 市 民 ボ ラ ン テ ィ ア 」 よ り 会 期

毎 に ボ ラ ン テ ィ ア を 募 り 、 一 展 覧 会 あ た り 6 0  余 名 が 活 動 を 行 っ て い る 。
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泉 屋 博 古 館 設 立 の 目 的

　 当 館 は 、 住 友 家 の 収 集 に か か る 古 代 青 銅 器 を 中 心 と す る 国 宝 、 重 要 文 化 財 等 の 美 術

工 芸 品 お よ び 当 館 が 収 得 し た 文 化 財 の 保 存 お よ び 公 開 、 並 び に こ れ ら に 関 す る 調 査 研

究 を 行 い 、 学 術 研 究 の 発 展 を 図 り 、 も っ て 我 が 国 の 文 化 の 向 上 と 文 化 財 の 保 護 に 寄 与

す る こ と を 目 的 と し て お り ま す 。

泉 屋 博 古 館 の 事 業

　 　 当 館 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 次 の 事 業 を 行 い ま す 。

 　 （ １ ） 美 術 工 芸 品 の 収 集 、 保 存 お よ び 公 開

 　 （ ２ ） 美 術 工 芸 品 に 関 す る 調 査 研 究 、 紀 要 、 解 説 書 、 図 録 な ど の 発 行

　 （ ３ ） 美 術 工 芸 品 に 関 す る 研 究 会 、 講 演 会 等 の 開 催

　 （ ４ ） 美 術 館 の 設 置 、 運 営

 　 （ ５ ） そ の 他 こ の 法 人 の 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 事 業

　 特 別 法 人 会 員

　 　 住 友 化 学 株 式 会 社 　 　 　 　 　 　 　 　 　 住 友 重 機 械 工 業 株 式 会 社

　 　 株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 　 　 　 　 　 　 　 日 本 製 鉄 株 式 会 社

　 　 住 友 金 属 鉱 山 株 式 会 社 　 　 　 　 　 　 　 住 友 商 事 株 式 会 社

　 　 三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 　 　 　 　 　 住 友 生 命 保 険 相 互 会 社

　 　 株 式 会 社 住 友 倉 庫 　 　 　 　 　 　 　 　 　 住 友 電 気 工 業 株 式 会 社

　 　 三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 株 式 会 社 　 　 　 日 本 板 硝 子 株 式 会 社

　 　 日 本 電 気 株 式 会 社 　 　 　 　 　 　 　 　 　 住 友 不 動 産 株 式 会 社

　 　 住 友 大 阪 セ メ ン ト 株 式 会 社 　 　 　 　 　 三 井 住 友 建 設 株 式 会 社

　 　 住 友 ベ ー ク ラ イ ト 株 式 会 社 　 　 　 　 　 住 友 林 業 株 式 会 社

　 　 住 友 ゴ ム 工 業 株 式 会 社 　 　 　 　 　 　 　 住 友 フ ァ ー マ 株 式 会 社

　 法 人 会 員 （ 5 0  音 順 ）

　 　 株 式 会 社 関 西 Ｃ .  Ｉ .  Ｃ 研 究 所  　 　 　 株 式 会 社 薬 研 社

　 　 ワ ケ ン ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社

　 　

　 個 人 会 員 （ 敬 称 略 、 5 0  音 順 ）

　 　 足 立 康 庸 　 　 熊 澤 保 夫 　 　 古 賀 邦 正 　 　 服 部 重 彦 　 　 藤 見 知 愛 子

　 　 松 波 弘 之 　 　 武 藤 治 太

賛  助  会  員 2 0 2 2  年 1 2  月 3 1  日 現 在
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理  事  長

常 務 理 事

理 　 　 事

監 　 　 事

   

評  議  員

   

奥 　 　 正 　 之

北  野   幸  広

遠  藤   信  博

岡  村   秀  典

大 久 保 　 哲 夫

小 野 寺    研 一

熊  倉   功  夫

家  守   伸  正

佐 々 木 　 丞 平

住 友 吉 左 衞 門

十  倉 　 雅  和

長 　 崎 　 　 巌

中  村 　 邦  晴

西 　 上 　 　 実

橋  本 　 雅  博

廣 　 川 　 　 守

松  本 　 正  義

礒 野    與 志 嗣

関  根 　 福  一

森 　 　 重 　 樹

新  井   英  雄

池  田 　 育  嗣

市 　 川 　 　 晃

小  野 　 孝  則

柄  澤 　 康  喜

下  村 　 真  司

多  田 　 正  世

出  川 　 哲  朗

友 　 野 　 　 宏

藤  原 　 一  彦

馬  渕 　 明  子

三 井 住 友 フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ 名 誉 顧 問

住 友 成 泉 社 長

日 本 電 気 特 別 顧 問

京 都 大 学 教 授

三 井 住 友 ト ラ ス ト ・ ホ ー ル デ ィ ン グ ス 会 長

住 友 不 動 産 会 長

MI H O M U S E U M  館 長

住 友 金 属 鉱 山 名 誉 顧 問

京 都 国 立 博 物 館 名 誉 館 長

住 友 財 団 理 事 長

住 友 化 学 会 長

共 立 女 子 大 学 家 政 学 部 教 授

住 友 商 事 会 長

京 都 国 立 博 物 館 名 誉 館 員

住 友 生 命 保 険 会 長

泉 屋 博 古 館 長

住 友 電 気 工 業 会 長

税 理 士

住 友 大 阪 セ メ ン ト 会 長

日 本 板 硝 子 社 長

三 井 住 友 建 設 会 長

住 友 ゴ ム 工 業 会 長

住 友 林 業 会 長

住 友 倉 庫 社 長

M S & A D  ホ ー ル デ ィ ン グ ス 会 長

住 友 重 機 械 工 業 社 長

住 友 フ ァ ー マ 特 別 顧 問

大 阪 市 立 東 洋 陶 磁 美 術 館 名 誉 館 長

日 本 製 鉄 社 友

住 友 ベ ー ク ラ イ ト 社 長

前 国 立 西 洋 美 術 館 長

役 員 ・ 評 議 員 2 0 2 2  年 1 2  月 3 1  日 現 在

　 ■ 評 議 員 下 谷 政 弘 氏 に は 2 0 2 2  年 1 1  月 ご 逝 去 さ れ ま し た 。 謹 ん で ご 冥 福 を お 祈 り い た し ま す 。
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前 年 度

7 1, 8 1 7, 0 2 8
9, 7 1 7, 2 9 0

0
3, 2 6 5, 7 1 4

6 5 4, 8 0 4
1 0, 3 0 3

6, 4 4 0, 4 6 2
9 1, 9 0 5, 6 0 1

6, 4 1 9, 9 5 8, 7 2 0
2, 8 8 2, 7 3 2, 0 0 0
2, 4 2 9, 2 7 9, 2 0 0

1 1, 7 3 1, 9 6 9, 9 2 0

7, 5 1 3, 1 9 9
1 4, 7 7 3, 8 0 7
3, 0 0 2, 7 0 0

2 0, 4 3 1, 0 0 0
1 8 8, 5 5 1, 5 0 0
7 3, 2 2 1, 8 1 7

5 0 0, 0 9 5
3 0 7, 9 9 4, 1 1 8

1, 3 4 7, 1 5 1, 7 0 8
2 6 6, 0 6 5, 4 3 3

0
2, 1 1 2, 0 0 0

1, 6 1 5, 3 2 9, 1 4 1
1 3, 6 5 5, 2 9 3, 1 7 9
1 3, 7 4 7, 1 9 8, 7 8 0

2 0, 3 6 7, 3 3 3
1, 8 2 9, 4 8 2

5 5, 0 0 0
2 2, 2 5 1, 8 1 5

9 6 0, 0 0 0
2 4, 7 9 8, 6 6 7
2 5, 7 5 8, 6 6 7
4 8, 0 1 0, 4 8 2

6, 4 1 6, 0 2 8, 1 2 0
5 0 0, 0 9 5
9 5 2, 0 0 0

6, 4 1 7, 4 8 0, 2 1 5
6, 4 1 6, 0 2 8, 1 2 0

5 0 0, 0 9 5

7, 2 8 1, 7 0 8, 0 8 3
5, 3 1 5, 9 4 1, 8 0 0

3 0 7, 4 9 4, 0 2 3
1 3, 6 9 9, 1 8 8, 2 9 8
1 3, 7 4 7, 1 9 8, 7 8 0

貸 借 対 照 表

科        目
Ⅰ 　 資 産 の 部
  １ ． 流 動 資 産
　 　 　 　 　 現 金 預 金
　 　 　 　 　 棚 卸 資 産
　 　 　 　 　 仮 払 金
　 　 　 　 　 前 払 金
　 　 　 　 　 前 払 費 用
　 　 　 　 　 立 替 金
　 　 　 　 　 未 収 金
        流 動 資 産 合 計
  ２ ． 固 定 資 産
    ( 1) 基 本 財 産
　 　 　 　 　 美 術 品
　 　 　 　 　 土 地
　 　 　 　 　 投 資 有 価 証 券
        基 本 財 産 合 計
    ( 2) 特 定 資 産
　 　 　 　 　 営 繕 積 立 資 産
　 　 　 　 　 基 本 財 産 購 入 積 立 資 産
　 　 　 　 　 保 存 公 開 事 業 積 立 資 産
　 　 　 　 　 調 査 研 究 事 業 積 立 資 産
　 　 　 　 　 株 式
　 　 　 　 　 株 式 取 得 資 金
　 　 　 　 　 構 築 物 等
        特 定 資 産 合 計
    ( 3) そ の 他 固 定 資 産
　 　 　 　 　 建 物
　 　 　 　 　 そ の 他
　 　 　 　 　 長 期 前 払 費 用
　 　 　 　 　 商 標 権 仮 勘 定
        そ の 他 固 定 資 産 合 計
        固 定 資 産 合 計
        資 産 合 計
Ⅱ 　 負 債 の 部
  １ ． 流 動 負 債
　 　 　 　 　 未 払 金
　 　 　 　 　 預 り 金
　 　 　 　 　 前 受 金
        流 動 負 債 合 計
  ２ ． 固 定 負 債
　 　 　 　 　 敷 金
　 　 　 　 　 そ の 他 固 定 負 債
        固 定 負 債 合 計
        負 債 合 計
Ⅲ 　 正 味 財 産 の 部
  １ ． 指 定 正 味 財 産
　 　 　 　 　 基 本 財 産 美 術 品
　 　 　 　 　 特 定 資 産 構 築 物 等
　 　 　 　 　 受 取 補 助 金
        指 定 正 味 財 産 合 計
　 　 　 　 　 （ う ち 基 本 財 産 へ の 充 当 額 ）
　 　 　 　 　 （ う ち 特 定 資 産 へ の 充 当 額 ）
  ２ ． 一 般 正 味 財 産
  　 　 　 一 般 正 味 財 産 合 計
　 　 　 　 　 （ う ち 基 本 財 産 へ の 充 当 額 ）
　 　 　 　 　 （ う ち 特 定 資 産 へ の 充 当 額 ）
        正 味 財 産 合 計
        負 債 及 び 正 味 財 産 合 計

当 年 度

5 9, 6 4 5, 0 8 0
1 5, 6 1 7, 2 5 8

2 0 0, 0 0 0
3, 5 1 1, 7 3 3
1, 8 6 6, 7 3 2

5 8, 3 9 3
1, 7 2 7, 6 6 9

8 2, 6 2 6, 8 6 5

6, 4 2 9, 6 0 8, 7 2 0
2, 8 8 2, 7 3 2, 0 0 0
2, 1 5 4, 7 5 9, 7 0 0

1 1, 4 6 7, 1 0 0, 4 2 0

7, 5 1 3, 1 9 9
1 4, 7 7 3, 8 0 7
3, 0 0 2, 7 0 0

2 0, 4 3 1, 0 0 0
4 9 5, 0 1 1, 2 0 0
5 3, 7 3 1, 1 5 7

4 6 8, 3 4 3
5 9 4, 9 3 1, 4 0 6

1, 2 8 9, 7 7 2, 4 3 1
2 4 4, 6 3 6, 2 4 1

3, 2 6 6, 7 8 5
0

1, 5 3 7, 6 7 5, 4 5 7
1 3, 5 9 9, 7 0 7, 2 8 3
1 3, 6 8 2, 3 3 4, 1 4 8

2 0, 2 4 9, 4 2 4
3, 8 7 7, 5 4 6

0
2 4, 1 2 6, 9 7 0

9 6 0, 0 0 0
2 5, 0 4 6, 6 5 4
2 6, 0 0 6, 6 5 4
5 0, 1 3 3, 6 2 4

6, 4 2 5, 0 7 8, 1 2 0
4 6 8, 3 4 3
9 1 0, 0 0 0

6, 4 2 6, 4 5 6, 4 6 3
6, 4 2 5, 0 7 8, 1 2 0

4 6 8, 3 4 3

7, 2 0 5, 7 4 4, 0 6 1
5, 0 4 2, 0 2 2, 3 0 0

5 9 4, 4 6 3, 0 6 3
1 3, 6 3 2, 2 0 0, 5 2 4
1 3, 6 8 2, 3 3 4, 1 4 8

増 減

- 1 2, 1 7 1, 9 4 8
5, 8 9 9, 9 6 8

2 0 0, 0 0 0
2 4 6, 0 1 9

1, 2 1 1, 9 2 8
4 8, 0 9 0

- 4, 7 1 2, 7 9 3
- 9, 2 7 8, 7 3 6

9, 6 5 0, 0 0 0
0

- 2 7 4, 5 1 9, 5 0 0
- 2 6 4, 8 6 9, 5 0 0

0
0
0
0

3 0 6, 4 5 9, 7 0 0
- 1 9, 4 9 0, 6 6 0

- 3 1, 7 5 2
2 8 6, 9 3 7, 2 8 8

- 5 7, 3 7 9, 2 7 7
- 2 1, 4 2 9, 1 9 2

3, 2 6 6, 7 8 5
- 2, 1 1 2, 0 0 0

- 7 7, 6 5 3, 6 8 4
- 5 5, 5 8 5, 8 9 6
- 6 4, 8 6 4, 6 3 2

- 1 1 7, 9 0 9
2, 0 4 8, 0 6 4

- 5 5, 0 0 0
1, 8 7 5, 1 5 5

0
2 4 7, 9 8 7
2 4 7, 9 8 7

2, 1 2 3, 1 4 2

9, 0 5 0, 0 0 0
- 3 1, 7 5 2
- 4 2, 0 0 0

8, 9 7 6, 2 4 8
9, 0 5 0, 0 0 0

- 3 1, 7 5 2

- 7 5, 9 6 4, 0 2 2
- 2 7 3, 9 1 9, 5 0 0
2 8 6, 9 6 9, 0 4 0
- 6 6, 9 8 7, 7 7 4
- 6 4, 8 6 4, 6 3 2

（

）

）

（

（

（

（

（

（

（ ）

）

）

）

） ）

2 0 2 2  年 1 2  月 3 1  日 現 在
単 位 ： 円

（ ）

（ ）（ ）（ ）
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正 味 財 産 増 減 計 算 書

科 　 　 目

Ⅰ 　 一 般 正 味 財 産 増 減 の 部
  １ ． 経 常 増 減 の 部
    ( 1) 経 常 収 益
　 　 　 　 基 本 財 産 運 用 益
　 　 　 　 特 定 資 産 運 用 益
　 　 　 　 入 場 料
　 　 　 　 事 業 収 益
　 　 　 　 受 取 補 助 金 等
　 　 　 　 受 取 寄 付 金

　 　 　 　 雑 収 益
　 　 　 　 経 常 収 益 計
    ( 2) 経 常 費 用
　 　 　 　 事 業 費

　 　 　 　 事 業 費 計
　 　 　 　 管 理 費

　 　 　 　 管 理 費 計
　 　 　 　 経 常 費 用 計
　 　 　 　 　 評 価 損 益 等 調 整 前 当 期 経 常 増 減 額
　 　 　 　 　 基 本 財 産 評 価 損 益 等
　 　 　 　 　 特 定 資 産 評 価 損 益 等
　 　 　 　 　 評 価 損 益 等 計
　 　 　 　 　 当 期 経 常 増 減 額
  
 ２ ． 経 常 外 増 減 の 部
    ( 1) 経 常 外 収 益
      　 そ の 他 固 定 資 産 受 贈 益
      　 指 定 正 味 財 産 か ら の 振 替 額
　 　 　 　 経 常 外 収 益 計
    ( 2) 経 常 外 費 用
　 　 　 　 そ の 他 固 定 資 産 除 却 損
　 　 　 　 過 年 度 減 価 償 却 修 正 損
　 　 　 　 経 常 外 費 用 計
　 　 　 　 　 当 期 経 常 外 増 減 額
　 　 　 　 　 当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額
　 　 　 　 　 一 般 正 味 財 産 期 首 残 高
　 　 　 　 　 一 般 正 味 財 産 期 末 残 高
Ⅱ 　 指 定 正 味 財 産 増 減 の 部
   　 　 固 定 資 産 受 贈 益
　 　 　 　 受 取 補 助 金
　 　 　 　 一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額
　 　 　 　 一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額
　 　 　 　 　 当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額
　 　 　 　 　 指 定 正 味 財 産 期 首 残 高
　 　 　 　 　 指 定 正 味 財 産 期 末 残 高
Ⅲ 　 正 味 財 産 期 末 残 高

補 助 金 等
寄 付 金
指 定 正 味 財 産 か ら の 振 替 額

展 覧 会 費
美 術 品 修 繕 費
調 査 研 究 費
広 告 宣 伝 費
給 与 費
雑 給
旅 費 交 通 費
通 信 運 搬 費
光 熱 水 道 費
消 耗 品 費
保 守 費
賃 借 料
委 託 費
東 京 館 増 改 築 関 連 費 用
租 税 公 課
雑 費
特 定 資 産 減 価 償 却 費
そ の 他 固 定 資 産 減 価 償 却 費

給 与 費
旅 費 交 通 費
通 信 運 搬 費
光 熱 水 道 費
消 耗 品 費
保 守 費
賃 借 料
委 託 費
東 京 館 増 改 築 関 連 費 用
雑 費
そ の 他 固 定 資 産 減 価 償 却 費

当 年 度

4 4, 8 8 5, 1 7 1
2 2, 8 0 2, 4 6 7
3 8, 7 2 4, 6 2 7
2 4, 4 0 0, 8 8 1
1, 8 4 8, 1 3 4

1 6 2, 7 6 0, 0 0 0
9 8 3, 7 5 2

4 5, 9 3 7, 8 0 7
3 4 2, 3 4 2, 8 3 9

5 6, 8 2 4, 3 8 5
2, 0 8 6, 0 6 0
4, 2 7 6, 5 8 1

1 7, 8 6 9, 0 0 4
8 5, 2 7 7, 7 3 6
1 1, 4 6 3, 5 0 8
6, 8 9 8, 5 5 0
1, 2 9 8, 5 3 2

1 3, 3 6 2, 2 9 3
5, 4 1 1, 0 8 5

2 2, 0 9 6, 7 0 1
1 8, 1 2 1, 2 0 8
7, 6 4 8, 0 1 4

0
1, 4 2 5, 2 8 5
1, 4 6 7, 0 9 4

3 1, 7 5 2
8 3, 1 2 9, 5 4 9

3 3 8, 6 8 7, 3 3 7
4 2, 9 2 7, 3 3 4
2, 2 0 1, 2 3 2
1, 5 3 1, 7 2 6
6, 7 0 3, 1 9 0
1, 2 5 0, 7 9 1

1 0, 3 0 6, 9 1 5
1 0, 6 5 0, 7 3 7
7, 2 9 4, 3 7 7

4 2 9, 0 0 0
4, 0 3 9, 7 7 3
6, 4 3 7, 7 2 9

9 3, 7 7 2, 8 0 4
4 3 2, 4 6 0, 1 4 1
- 9 0, 1 1 7, 3 0 2
- 7 4, 5 1 9, 5 0 0
8 6, 9 6 9, 0 4 0
1 2, 4 4 9, 5 4 0

- 7 7, 6 6 7, 7 6 2

2, 1 0 7, 3 6 8
0

2, 1 0 7, 3 6 8

9 5, 3 4 8
3 0 8, 2 8 0
4 0 3, 6 2 8

1, 7 0 3, 7 4 0
- 7 5, 9 6 4, 0 2 2

7, 2 8 1, 7 0 8, 0 8 3
7, 2 0 5, 7 4 4, 0 6 1

9, 0 5 0, 0 0 0
9 1 0, 0 0 0

- 9 8 3, 7 5 2
0

8, 9 7 6, 2 4 8
6, 4 1 7, 4 8 0, 2 1 5
6, 4 2 6, 4 5 6, 4 6 3

1 3, 6 3 2, 2 0 0, 5 2 4

前 年 度

5 1, 1 6 4, 0 6 6
8, 5 0 4, 5 8 4
9, 1 0 9, 0 3 0

1 1, 5 7 1, 5 2 1
6, 5 8 1, 8 9 4

1 6 6, 2 6 0, 0 0 0
7 9 0, 0 8 5

4 3, 3 4 4, 4 8 8
2 9 7, 3 2 5, 6 6 8

5 0, 3 8 1, 5 0 3
4, 1 3 0, 8 8 2
5, 6 3 8, 6 3 4
3, 9 0 7, 8 1 6

7 9, 2 9 2, 2 7 9
3, 9 4 7, 1 1 4
4, 7 1 5, 2 9 0

9 8 9, 9 3 8
8, 2 0 3, 1 1 9

1 2, 1 7 2, 4 4 4
1 7, 4 1 8, 8 4 3
1 2, 3 2 9, 3 9 8

0
2 5, 0 0 0, 0 1 0

0
4 5 2, 0 5 3
7 9 0, 0 8 5

6 8, 5 8 0, 2 7 5
2 9 7, 9 4 9, 6 8 3
3 9, 9 8 8, 4 2 6
1, 7 4 3, 1 9 8
1, 4 4 8, 8 0 3
4, 1 1 3, 1 6 1
3, 3 7 8, 8 7 8
7, 7 2 2, 7 5 6

1 4, 6 1 6, 2 9 4
1 0, 9 3 5, 0 5 7
2, 1 9 0, 6 1 0
2, 6 9 8, 7 8 0
4, 7 5 0, 9 9 3

9 3, 5 8 6, 9 5 6
3 9 1, 5 3 6, 6 3 9
- 9 4, 2 1 0, 9 7 1
- 2 8, 6 7 6, 5 0 0
3 2, 8 2 0, 0 0 0
4, 1 4 3, 5 0 0

- 9 0, 0 6 7, 4 7 1

0
3, 4 4 8, 2 2 6, 1 7 6
3, 4 4 8, 2 2 6, 1 7 6

9 7, 2 0 5, 0 1 6
0

9 7, 2 0 5, 0 1 6
3, 3 5 1, 0 2 1, 1 6 0
3, 2 6 0, 9 5 3, 6 8 9
4, 0 2 0, 7 5 4, 3 9 4
7, 2 8 1, 7 0 8, 0 8 3

5 2 0, 0 0 0
9 5 2, 0 0 0

- 7 9 0, 0 8 5
- 3, 4 4 8, 2 2 6, 1 7 6
- 3, 4 4 7, 5 4 4, 2 6 1
9, 8 6 5, 0 2 4, 4 7 6
6, 4 1 7, 4 8 0, 2 1 5

1 3, 6 9 9, 1 8 8, 2 9 8

増 減

- 6, 2 7 8, 8 9 5
1 4, 2 9 7, 8 8 3
2 9, 6 1 5, 5 9 7
1 2, 8 2 9, 3 6 0
- 4, 7 3 3, 7 6 0
- 3, 5 0 0, 0 0 0

1 9 3, 6 6 7
2, 5 9 3, 3 1 9

4 5, 0 1 7, 1 7 1

6, 4 4 2, 8 8 2
- 2, 0 4 4, 8 2 2
- 1, 3 6 2, 0 5 3
1 3, 9 6 1, 1 8 8
5, 9 8 5, 4 5 7
7, 5 1 6, 3 9 4
2, 1 8 3, 2 6 0

3 0 8, 5 9 4
5, 1 5 9, 1 7 4

- 6, 7 6 1, 3 5 9
4, 6 7 7, 8 5 8
5, 7 9 1, 8 1 0
7, 6 4 8, 0 1 4

- 2 5, 0 0 0, 0 1 0
1, 4 2 5, 2 8 5
1, 0 1 5, 0 4 1
- 7 5 8, 3 3 3

1 4, 5 4 9, 2 7 4
4 0, 7 3 7, 6 5 4
2, 9 3 8, 9 0 8

4 5 8, 0 3 4
8 2, 9 2 3

2, 5 9 0, 0 2 9
- 2, 1 2 8, 0 8 7
2, 5 8 4, 1 5 9

- 3, 9 6 5, 5 5 7
- 3, 6 4 0, 6 8 0
- 1, 7 6 1, 6 1 0
1, 3 4 0, 9 9 3
1, 6 8 6, 7 3 6

1 8 5, 8 4 8
4 0, 9 2 3, 5 0 2
4, 0 9 3, 6 6 9

- 4 5, 8 4 3, 0 0 0
5 4, 1 4 9, 0 4 0
8, 3 0 6, 0 4 0

1 2, 3 9 9, 7 0 9

2, 1 0 7, 3 6 8
- 3, 4 4 8, 2 2 6, 1 7 6
- 3, 4 4 6, 1 1 8, 8 0 8

- 9 7, 1 0 9, 6 6 8
3 0 8, 2 8 0

- 9 6, 8 0 1, 3 8 8
- 3, 3 4 9, 3 1 7, 4 2 0
- 3, 3 3 6, 9 1 7, 7 1 1
3, 2 6 0, 9 5 3, 6 8 9

- 7 5, 9 6 4, 0 2 2

8, 5 3 0, 0 0 0
- 4 2, 0 0 0

- 1 9 3, 6 6 7
3, 4 4 8, 2 2 6, 1 7 6
3, 4 5 6, 5 2 0, 5 0 9

- 3, 4 4 7, 5 4 4, 2 6 1
8, 9 7 6, 2 4 8

- 6 6, 9 8 7, 7 7 4

2 0 2 2 年 1 月 1 日 か ら 2 0 2 2 年 1 2 月 3 1 日 ま で 単 位 ： 円
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泉  屋  博  古  館  蔵  品  紹  介

第 ６ 回 　 近 代 日 本 画

　 ジ ャ ン ル が 多 岐 に わ た る 住 友 コ レ ク シ ョ ン の な か で 、 最 も 生 活 空 間 の な か に 深 く

入 り 込 み 、 日 常 的 に 用 い ら れ た 美 術 品 の ひ と つ に 日 本 画 が あ り ま す 。 当 館 に 伝 わ る

日 本 画 の 多 く は 、 邸 宅 を 飾 る た め に 1 5  代 当 主 住 友 春 翠 と そ の 子 息 た ち を 中 心 に 明

治 か ら 昭 和 戦 前 に か け て 集 め ら れ た も の で 、 現 在 の 所 蔵 品 数 は 2 0 0  件 を 超 え て い

ま す 。

　 日 本 家 屋 に 備 え 付 け ら れ た 床 の 間 に は 掛 軸 が 必 要 と さ れ 、 ま た 広 い 座 敷 に は 間 仕

切 り と し て 屏 風 や 衝 立 が 重 用 さ れ ま し た 。 大 正 4 （ 1 9 1 5 ） 年 に 落 成 し た 大 阪 天 王 寺

の 茶 臼 山 住 友 本 邸 に は 、 奥 向 き を 含 め じ つ に 1 0  を 超 え る 床 の 間 が あ り 、 そ れ ぞ れ

が 季 節 や 来 客 に よ っ て 掛 け 替 え ら れ て い ま し た 。 画 題 は 季 節 の 移 ろ い を 寿 ぐ 花 鳥 画

や 、 商 家 に な じ み や す い 吉 祥 画 が 多 く 、 ま た そ の 表 現 も 伝 統 に 根 差 し た 守 旧 的 な も

の が 基 調 を な し 、 展 覧 会 向 け の 革 新 的 で 、 濃 彩 か つ 巨 大 な 作 品 よ り も 、 収 ま り が 良

く 端 麗 で 床 映 え す る 作 品 が 多 く 含 ま れ ま す 。 こ れ ら は プ ラ イ ベ ー ト な 空 間 で 愛 玩 さ

れ る と と も に 、 賓 客 を も て な す 調 度 と し て の 役 割 を 担 っ た も の で 、 実 業 界 を リ ー ド

し た 住 友 に お け る 公 と 私 の 「 あ わ い 」 に あ る コ レ ク シ ョ ン と も い え ま す 。

　 一 方 で 、 大 阪 ・ 京 都 ・ 東 京 の 三 都 で そ れ ぞ れ に 活 躍 し た 画 家 の 作 品 か ら 所 蔵 品 が

構 成 さ れ て い る 点 は 、 住 友 の 日 本 画 コ レ ク シ ョ ン を 読 み 解 く も う ひ と つ の 柱 で す 。

政 治 や 経 済 の 中 心 地 で あ る こ れ ら の 都 市 で は 、 近 代 以 前 か ら そ れ ぞ れ の 風 土 で 育 ま

れ た 独 自 の 美 術 文 化 が 形 成 さ れ ま し た 。 そ の 土 壌 か ら 生 ま れ た 各 都 市 の 日 本 画 を 擁

す る 住 友 コ レ ク シ ョ ン は 、 多 様 性 に 満 ち 、 豊 か で 魅 力 的 な 美 の 世 界 を 築 い て い ま す 。

こ の よ う に 三 都 の 差 異 に 目 を 向 け れ ば 、 確 か に そ れ ぞ れ の 都 市 の 美 意 識 を 認 め る こ

と が で き ま す が 、 他 方 で ひ と つ の コ レ ク シ ョ ン と し て 眺 め れ ば 、 そ こ に は 作 品 に 通

底 す る 美 意 識 ― 清 淡 で 典 雅 な 趣 と い っ た コ レ ク タ ー の 好 み が 全 体 に 響 い て い る こ と

に 気 が 付 き ま す 。

　 住 友 の 日 本 画 コ レ ク シ ョ ン は 、 現 代 の 私 た ち が 忘 れ て し ま っ た 過 去 の 美 意 識 や 価

値 観 を 今 に 伝 え て く れ ま す 。 た し か に 華 美 で 刺 激 的 な 作 品 は 魅 力 的 で す が 、 時 に は

静 か で 滋 味 深 く 、 そ っ と 寄 り 添 っ て く れ る よ う な 日 本 画 の 世 界 に 心 を 委 ね て み て は

い か が で し ょ う か 。

（ 椎 野 晃 史 ）
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上 :  狩 野 芳 崖 《 寿 老 人 図 》 明 治 1 0  年 代 前 半 　 1 2 5. 5  × 1 8 2. 0  ㎝

寿 命 を 司 る 南 極 星 （ カ ノ ー プ ス ） の 化 身 で あ る 寿 老 人 を 中 心 に 、

玄 鹿 、 蝙 蝠 、 鶴 、 松 竹 梅 な ど の 吉 祥 モ チ ー フ を 墨 色 豊 か に 描 い た

大 幅 。 長 命 を 寿 ぐ 画 題 と し て ハ レ の 場 に ふ さ わ し い 作 品 。

右 :  上 島 鳳 山 《 十 二 ヶ 月 美 人 》 の う ち 「 四 月 郭 公 」

　 　 明 治 4 2 （ 1 9 0 9 ） 年 　 1 3 6. 2  × 5 5. 2  ㎝

十 二 ヶ 月 の 歳 時 と 取 り 合 わ せ た 美 人 を 描 い た 1 2  幅 の う ち の 1  点 。

遊 女 は 近 世 初 期 風 俗 画 を 参 照 し つ つ も 、 肉 体 の 描 写 に 破 綻 は な い 。

密 度 が 高 く 細 緻 な 着 物 の 描 写 に 画 家 の 高 い 力 量 が う か が え る 。

望 月 玉 泉 《 雪 中 蘆 雁 図 》 （ 左 隻 ） 明 治 4 1 （ 1 9 0 8 ） 年 　 1 5 2. 7  × 3 5 8. 0  ㎝

「 家 の 繁 栄 と 安 寧 」 を 願 う 吉 祥 画 題 の 蘆 雁 図 は 、 玉 泉 が 最 も 得 意 と し て 評 判 を 集 め た 。 金 彩 に よ り 装 飾 的

な 効 果 を 高 め つ つ も 蘆 や 雁 を 写 実 的 に 描 き 出 し 、 さ ら に 画 面 に 自 然 な 奥 行 を 加 え る こ と で 冬 の 凜 と し た 大

空 間 を 描 き 出 し て い る 。
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2 0 2 3  年 展 覧 会 予 定

泉 屋 博 古 館

光 陰 礼 讃 － 近 代 日 本 最 初 の 洋 画 コ レ ク シ ョ ン

歌 と 物 語 の 絵 － 雅 や か な や ま と 絵 の 世 界

泉 屋 ビ エ ン ナ ー レ 2 0 2 3 　 R e- s o n ati o n 響 き あ う 聲

特 別 展 　 表 具 の 美 － あ る 表 具 師 の も の が た り （ 仮 ）

中 国 青 銅 器 の 時 代 － 青 銅 器 に な っ た 動 物 た ち

泉 屋 博 古 館 東 京

不 変 ／ 普 遍 の 造 形 　 住 友 コ レ ク シ ョ ン 中 国 青 銅 器 名 品 選

特 別 展 　 大 阪 市 立 東 洋 陶 磁 美 術 館 安 宅 コ レ ク シ ョ ン 名 品 選 1 0 1

特 別 展 　 木 島 櫻 谷 　 ― 山 水 夢 中

楽 し い 隠 遁 生 活 　 ― 文 人 た ち の マ イ ン ド フ ル ネ ス

特 別 展 　 日 本 画 の 棲 み 家

3  月 1 4  日 － 5  月 2 1  日

6  月 1 0  日 － 7  月 1 7  日

9 月 9 日 － 1 0 月 1 5 日

1 1  月 3  日 － 1 2  月 1 0  日

上 記 開 催 期 間

1  月 1 4  日 － 2  月 2 6  日

3  月 1 8  日 － 5  月 2 1  日

6 月 3 日 － 7 月 2 3 日

9  月 2  日 － 1 0  月 1 5  日

1 1 月 2 日 － 1 2 月 1 7 日

泉 屋 博 古 館 東 京 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン 記 念 展 Ⅳ


